
国
文
学
研
究
資
料
館
特
別
展
示
目
録
五

館

蔵

貴

重

書

展

ー

ー

ー



ほうみやう童子 (P.24 35) 



日吉社壇詠二十一首和歌 (P.5 9) 

好 色 ―代男 (P.26 40) 



る。

昭

和

五

六

年

二

月

こ
の
目
録
は
特
別
展
示
「
館
蔵
貴
重
害
展
」

努
め
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
は
国
文
学
に
関
す
る
古
典
籍
を
調
査
、
研
究
、
収
集
し
、
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
最
も

重
要
な
使
命
と
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
お
よ
び
海
外
に
わ
た
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
総
合
的
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

当
館
所
蔵
の
貴
重
書
の
解
題
目
録
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
大
方
の
御
利
用
を
期
待
す
る
。
さ
さ
や
か
な
小
冊
子
で
は
あ
っ

て
も
、
こ
の
解
題
目
録
に
よ
っ
て
国
文
学
研
究
資
料
館
が
共
同
利
用
機
関
と
し
て
保
存
す
る
日
本
古
典
籍
原
本
（
貴
重
書
）

の
詳
細
が
世
に
知
ら
れ
、
大
学
を
中
心
と
す
る
多
く
の
利
用
者
の
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ

は

し

が

き

一
方
で
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
で
は
あ
る
が
原
本
（
写
本
、
版
本
）
の
収
集
に
も

（
昭
和
五
五
年
―
一
月
一

0
日
！
一
五
日
）
の
展
示
書
目
を
改
訂
増
補
し

国

文

学

研

究

資

料

館

参

考

室



筆
稿
本
等

V
↓
8
1
、
金
子
氏
寄
託
資
料
↓
13)
。

一
、
目
録
の
記
載
は
次
の
順
序
に
よ
っ
た
。

一
、
収
録
し
た
資
料
は
当
館
蔵
貴
重
書
（
昭
和
五
五
年
―
一
月
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
も
の
全
三
九
点
中
の
三
八
点
）
に
特

別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
六
点
と
金
子
武
雄
氏
寄
託
本
四
点
を
加
え
た
全
四
八
点
で
あ
る
。

書
名
、
刊
写
年
、
大
き
さ
（
単
位
は
C
m
)
、
巻
冊
数
、
請
求
番
号
（
貴
重
書
↓
99
、
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
八
国
学
者
自

解
説
は
、
初
め
に
作
品
の
分
類
、
そ
の
本
の
特
徴
等
、
次
に
表
紙
、
題
策
、
装
訂
、
料
紙
、
丁
数
・
行
数
・
字
詰
め
、

印
記
、
奥
書
、
識
語
、
伝
本
等
、
作
品
内
容
、
そ
の
他
に
つ
い
て
記
し
た
。

一
、
解
説
は
参
考
室
が
担
当
し
た
。
諸
先
学
の
研
究
等
に
負
う
所
が
多
く
、
本
来
一
々
明
記
す
べ
き
で
あ
る
が
省
略
さ
せ

て
戴
い
た
。

凡

例



2
 古
今
和
歌
集
（
永
正
一
六
ー
一
五
一
九
ー
年
写
）
縦
二
九
•
五
x

横
一
九
・
―
―
―

て
い
る
。

禽
・
走
獣
・
昆
虫
・
龍
魚
・
甲
虫
、

（
十
三
）
人
倫
上
、

財
、
の
各
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
項
目
を
一
巻
と
す
れ
ば
、
十
八
項
目
十
八
巻
と
な
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
よ
う
が
、

（
八
之
十
二
）
の
如
き
処
置
は
、
欠
巻
の
破
綻
を
隠
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
巻
冊
数
等
か
ら
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
六

の
五
巻
を
欠
い
て
伝
来
し
た
と
考
え
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
伝
本
も
本
写
本
と
同
様
で
あ
り
、
欠
巻
部
分
の
推
定
が
、

今
井
似
閑
等
の
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
入
江
昌
喜
は
、
そ
れ
を
「
名
所
・
神
祇
・
言
詞
」
と
し
『
万
葉
類
葉
抄
補
闊
』
を
著
し

諸
国
、

（
六
）
草
|
ー
巻
首
に
生
柏
上
・
草
部
と
あ
る
ー
ー
、

二
冊

，
 

,

2

1

 

（
七
）
木
ー
ー
ー
巻
首
に
生
植
下
・
木
部
と
あ
る
ー
、

（
十
四
）
人
倫
下
、

（
十
五
）
人
弊
、

（
十
七
）
衣
服
・
飲
食
、

（
十
八
）
器

（
八
之
十
二
）
飛

本
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
す
こ
ぶ
る
美
本
で
、
保
存
も
極
め
て
よ
く
、
本
書
の
重
要
な
伝
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

『
万
葉
類
葉
抄
』

は
、
中
御
門
宣
胤
（
大
永
五
ー
一
五
二
五
I

年
没
、
八
十
四
歳
）
が
、
延
徳
三
ー
一
四
七
一
ー
年
、
後
土
御
門
帝
の
勅
命
に
よ
り
万
葉
各

巻
の
歌
を
十
八
巻
に
部
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
讃
の
部
類
の
状
態
は
（
一
）
天
象
、
（
二
）
時
節
、
（
三
）
地
儀
、
（
四
）
居
所
、
（
五
）

田
真
」

五
一
丁
、
(
+
七
）
三
二
丁
、
(
+
八
）
六

0
丁
。
各
冊
一
面
十
二
行
、

「
月
明
荘
」
の
印
記
が
あ
る
。
各
冊
、
奥
に
「
延
徳
三
年
依
勅
命
部
類
之
権
大
納
言
宣
胤
」
と
記
す
。
本
写
本
は
、
飛
鳥
井
雅
豊

（
正
徳
ニ
ー
一
七
一
三
ー
年
没
、
四
十
九
歳
）
の
手
択
本
で
あ
り
、
没
年
に
か
な
り
先
立
つ
書
写
に
か
か
り
、
雅
幾
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
た

一
首
｀
一
行
書
き
。
巻
首
に
「
雅
農
」
の
丸
陽
刻
印
、
そ
の
他
「
岡

丁、

（
五
）
二
六
丁
、

（
六
）
四
八
丁
、

万
葉
集
部
類
。
砥
の
粉
色
布
目
地
に
、
灰
、
青
、
金
の
三
色
墨
流
し
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
頬
葉
抄
一
天
象
部

(
i十
八
器
財
部
）
」
と
記

す
肌
色
地
の
題
策
を
貼
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
薄
葉
。
各
巻
は
墨
付
（
一
）
六
七
丁
、

（
七
）
三
八
丁
、

（
八
之
十
二
）
五

0
丁、

(
+
―
―
-
）
七
〇
丁
、
（
十
四
）
六

0
丁
、
（
十
五
）

1

万
葉
類
葉
抄
（
江
戸
前
・
中
期
写
）
縦
二
七
・
七
X
横
二
〇
．

一
三
冊

（
二
）
八
一
丁
、

（三）

―
―
四
丁
、

（
四
）
四
〇

9
8
 

9
3
 



本
文
一
面
十
行
、

金
茶
地
に
鳳
凰
に
花
の
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
左
肩
に
「
古
今
倭
歌
集
上
（
下
）
」
と
記
す
紺
墨
流
し
の
紙
題
策
を
貼
る
。
列
帖
装
。

料
紙
は
中
打
ち
が
あ
る
が
、
斐
楷
の
混
漉
き
。
墨
付
上
冊
六
十
丁
、
下
冊
六
五
丁
。
序
は
一
面
十
二
行
、
二
十
三
字
程
、
本
文
一
面
十
二

一
首
一
行
書
き
。

「
青
裕
書
屋
」

「
月
明
荘
」
の
印
記
が
あ
る
。
奥
書
に
「
右
集
依
前
内
府
実
望
公
懇
望
以
家
相
博
京
極
中
納
言
定

家
卿
自
筆
本
不
改
一
字
愚
息
為
和
卿
書
写
之
尤
可
為
証
本
者
也
子
時
永
正
第
十
六
天
初
夏
上
潜
日
桑
門
宗
清
（
花
押
）
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
上
冷
泉
為
和
（
文
明
一
八
ー
一
四
八
六
ー
年
！
天
文
一
八
ー
一
五
四
九
ー
年
）
が
正
親
町
三
条
実
望
（
享
禄
三
ー
一
五
三

0
ー

年
甍
）
の
求
め
に
応
じ
書
写
し
た
由
の
法
名
を
宗
清
と
い
う
父
為
廣
（
宝
徳
ニ
ー
一
四
五

0
ー
年
!
大
永
六
ー
一
五
二
六
ー
年
）
の
奥
書

で
あ
る
。
な
お
、
二
世
畠
山
牛
庵
の
添
状
一
通
と
古
筆
の
極
札
二
枚
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
写
本
は
、
定
家
、
嘉
禄
二
年
四
月
九
日
書
写

本
（
嘉
禄
本
）
の
系
統
の
本
文
で
あ
り
、

「
冷
泉
為
和
自
筆
本
二
冊
、
弘
文
荘
の
書
目
第
三
琥
（
昭
和
九
年
六
月
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

定
家
、
為
家
の
奥
書
の
次
に
•
…
・
・
前
記
の
奥
書
、
省
略
…
…
為
和
の
父
は
為
廣
で
あ
る
。
」
と
西
下
経
一
博
士
の
『
古
今
集
の
伝
本
の
研

古
今
和
歌
集
（
文
明
三
ー
一
四
七
一
ー
年
写
）
縦
二
六
・
七

x
横
一
七
．

o

茶
色
地
に
大
型
に
牡
丹
唐
草
の
模
様
の
入
る
金
襴
表
紙
。
左
肩
に
「
古
今
和
奇
集
」
と
記
す
紙
題
策
を
貼
る
。
こ
れ
は
将
軍
義
政
の
手

と
い
う
。
列
帖
装
。
料
紙
は
桔
が
少
し
混
じ
る
鳥
の
子
。
墨
付
一
六

0
丁
、
序
は
一
面
九
行
、

一
首
一
行
書
き
。

一
丁
表
に
「
谷
森
蔵
書
」
の
印
記
が
あ
る
。
奥
書
は
「
貞
應
二
年
七
月
二
二
日
：
…
．
」
の
も
の
、
儀

同
三
司
善
成
の
も
の
等
と
つ
づ
き
、
そ
し
て
「
此
集
日
邦
之
周
詩
也
•
…
・
・
中
略
…
…
遂
而
携
比
集
而
以
置
國
則
永
作
西
周
之
鎖
護
也
決
突

重
記
依
願
乱
恩
怨
三
ヶ
日
暇
書
之
之
間
後
生
之
嘲
寛
恥
有
餘
突

文
明
三
複
辛
卯
陽
月
下
浣
日

（
花
押
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
内
政
弘
（
明
応
四
ー
一
四
九
五
1

年
没
）
の
た
め
に
山
城
の
聖
護
院
門
跡
道
興
（
永
享
ニ
ー
一
四
三

三
井
末
痙
聖
護
院
准
三
后
道
興
誌
栴

0
ー
年
：
大
永
七
ー
一
五
二
七
ー
年
）
ー
—
関
白
近
衛
房
嗣
（
応
永
九
ー
一
四

0
ニ
ー
年
！
長
享
ニ
ー
一
四
八
八
ー
年
）
の
第
三
子
ー
ー

3
 

究
』
六
八
頁
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

-T
、
ノイ

一
行
一
九
字
程
、
真
名
序
ほ
一
面
八
行
、 9

9
3
 

2
 



新
古
今
自
六
至
十
（
同
前
）
」
、
下
冊
「
法
性
寺
殿
為
理
朝
臣
新
古
今
自
十
一
至
十
九
（
同
前
）
」
「
顕
松
院

新
古

3

れ
て
い
る
。
上
冊
は
「
上
乗
院
殿

深
守
内
親
王

深
守
内
親
王

忍
措
筑
波
集
者

名
序
、

一
面
八
行
一
四
字
詰
、
仮
名
序
、
同
一
六
字
程
、
本
文
一
面
十
行
、

薄
茶
地
に
雲
竜
紋
の
入
る
金
襴
表
紙
。
左
肩
に
「
新
古
今
和
爵
集
上
（
中
、
下
）
」
と
記
す
藍
雲
流
し
の
入
る
題
彼
を
貼
る
。
列
帖
装
。

料
紙
は
上
、
中
冊
が
白
斐
紙
（
鳥
の
子
）
、
下
冊
は
雲
母
ぴ
き
の
混
漉
き
。
墨
付
上
冊
一
〇
一
丁
、
中
冊
九
二
丁
、
下
冊
一
六
七
丁
。
真

一
首
二
行
書
き
。
奥
書
な
し
。
各
冊
見
返
し
に
極
札
が
貼
ら

新
古
今
自
巻
頭
至
六
（
古
筆
了
雪
の
墨
印
）
」
、
中
冊
「
上
乗
院
殿

5

新
古
今
和
歌
集
（
南
北
朝
写
）
縦
二
四
•
五x
横
一
七
・

二
冊

， ， 

0
歳
で
没
し
て
い
る
。

頓
阿
法
師
箪
外
題

葡
萄
茶
地
に
、
金
泥
雲
引
き
海
贈
模
様
の
入
る
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
古
今
倭
歌
集
」
と
記
す
金
泥
雲
引
き
波
模
様
の
入
る
題
策
を
貼

和
歌
集
全
部
一
冊

一
面
十
行
、

西
方
行
者
頓
阿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
筆
の
証
文
が
付
さ
れ
、
そ
れ
に
「
古
今

應
貴
命
證
之

享
保
一
三
年
仲
夏
中
旬

貴
命
」
や
書
風
か
ら
も
頓
阿
（
正
応
ニ
ー
―
二
八
九
ー
年
ー
応
安
五
ー
一
三
七
ニ
ー
年
）
の
自
筆
と
は
認
め
が
た
く
、
紙
質
な
ど
か
ら
み

て
も
、
か
な
り
時
代
の
下
る
も
の
、
例
え
ば
、
外
題
の
筆
者
の
時
代
に
近
い
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
本
写
本
を
収
め
る
黒
漆
塗
箱
に

金
泥
で
「
古
今
和
歌
集

持
明
院
亜
相
基
時
卿
」
と
記
さ
れ
た
も
の
。
基
時
は
元
禄
一
七
ー
一
七

0
四
ー
年
、
七

頓
阿
法
師
真
蹟
無
狐
疑
者
也

古
筆
了
延
」
と
あ
る
。
古
筆
の
い
う
「
應

「
元
応
元
年
九
月
九
日
為
門
葉
相
承
令
書
写
詑

る
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
一
五
四
丁
、

一
首
一
行
書
き
。
奥
書
は
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
の
も
の
に
つ
づ
い
て

4
 

九
頁
の
表
中
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

善
成
証
明
を
加
ふ
」
と
あ
る
。
少
な
い
な
が
ら
朱
で
声
点
が
記
さ
れ
て
も
い
る
。

古
今
和
歌
集
（
元
応
元
ー
一
三
一
九
ー
年
奥
書

写
）
縦
二
六
．

ox横
一
七
・

「
…
…
略
…
・
：
北
野
克
氏

9
9
4
 

が
応
仁
の
乱
の
余
燈
が
消
え
な
い
こ
の
年
に
、
三
日
間
で
書
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
本
写
本
も
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
五

大
内
政
弘
の
た
め
に
書
写
、
義
政
題
簸
を
書
き
、
儀
同
三
司
（
四
辻
）



今
廿
巻
書
継
十
枚
（
同
前
）
」
で
あ
る
。
上
冊
ほ
巻
五
ま
で
で
、
中
冊
は
「
新
古
今
和
闘
集
巻
第
六

札
は
内
容
表
示
の
誤
ま
り
も
あ
り
信
を
置
け
な
い
が
、
ち
な
み
に
上
乗
院
深
守
は
上
乗
院
寛
守
を
誤
認
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
書
風
と
も

関
わ
っ
て
南
北
朝
書
写
の
可
能
性
は
高
く
な
ろ
う
。
寛
守
は
、
後
光
厳
皇
子
夭
品
親
王
で
応
永
八
ー
一
四

0
一
ー
年
に
入
減
さ
れ
て
い

一
生
、
旅
を
友
と
し
た
連
歌
師
で
永
享
十
ニ
ー
一
四
四

0
ー
年
宗
硼
、
親
当

の
三
吟
百
韻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
上
中
冊
と
下
冊
の
取
合
せ
本
で
あ
り
、
忍
誓
の
書
継
も
写
本
か
ら
明
白
に
知
ら
れ
る
。

続
後
撰
和
歌
集
（
永
正
六
ー
一
五

0
九
ー
年
奥
書

猥
い
金
茶
地
に
菊
の
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
左
肩
に
「
績
後
撰
和
歌
集
」
と
記
す
青
地
に
金
泥
、
霞
箔
散
ら
し
に
竹
笹
を
描
く
題
策

尤
可
為
證
本
者
也

桑
門
宗
清
」
と
記
す
。
尊
応
は
百
六
十
世
天
台
座
主
、
三
条
大
相
国
持
基
公
男
で

あ
る
。
准
三
宮
、
青
蓮
院
、
十
楽
院
の
門
跡
。
天
台
座
主
に
は
文
明
三
ー
一
四
七
一
ー
年
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
応
ニ
ー
一
四
九
三
1
年
に
辞

写
）
縦
二
九
・
七
x

横
ニ
―
•
O

し
て
い
る
。
永
正
十
一
ー
一
五
一
四
ー
年
に
遷
化
。
続
後
撰
は
第
十
代
の
勅
撰
和
歌
集
、
為
家
の
撰
で
建
長
三

l
―
二
五
ニ
ー
年
奏
上
。

新
続
古
今
和
歌
集
（
永
享
―
ニ
ー
一
四
四

O
I年
奥
書

紺
青
地
に
金
糸
で
唐
草
格
子
、
そ
の
中
に
卍
模
様
の
入
る
絹
表
紙
。
題
策
な
し
。
袋
綴
。
料
紙
は
薄
葉
。
墨
付
九
〇
丁
、

一
首
一
行
書
き
。
奥
書
に
「
此
集
返
納
之
後
以
中
書
之
書
最
前
所
令
写
之
也
可
為
雉
模
之
本
者
欺

揃
権
大
僧
都
発
孝
」
と
記
す
。
和
歌
所
の
開
閾
で
あ
っ
た
亮
孝
（
明
徳
ニ
ー
一
三
九
一
ー
年

t
康
正
元
ー
一
四
五
五
ー
年
）
ー
ー
頓
阿
の

曽
孫
ー
ー
の
奥
書
で
、
完
成
し
た
永
享
十
一
年
の
翌
年
の
記
述
と
な
る
だ
け
に
注
目
す
べ
き
写
本
と
言
え
そ
う
だ
が
、
問
題
が
少
な
く
な

い
。
序
を
欠
き
、
巻
頭
巻
末
を
除
い
て
は
、
四
季
部
を
中
心
に
詞
書
が
か
な
り
省
略
さ
れ
て
お
り
、
歌
数
も
少
な
く
、
省
略
本
の
体
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
各
巻
歌
数
は
、
巻
一

7
 

子
時
永
正
第
六
天
季
春
仲
辮
日

を
貼
る
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
一
八
一
丁
、

一
面
九
行
、

永
享
十
二
年
八
月
廿
三
日
和
歌
所
老

（
春
上
）
三
八
首
、
以
下
、
四
二
、
四
一
、
四
九
、
三
六
、
五
三
、
九
、
八
、

一
面
十
行
、

9
9
6
 

一
首
一
行
書
き
。
奥
書
に
「
右
集
上
下
者
前
天
台
座
主
尊
應
書
写

6
 

写
）
縦
二
四
•
O
X
横
一
六
・
七

る
。
為
理
は
不
詳
だ
が
、
忍
誓
は
新
撰
菟
玖
波
集
に
入
集
、

9
9
8
 

冬
班
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
極

4



，
 

二
七
、
十
一
、
三
六
、
四
五
、
三
三
、
三
二
、
ニ
―
‘
十
六
、
五
六
、

千
百
四
十
四
首
（
国
歌
大
馘
）
の
三
分
の
一
弱
程
で
あ
る
。
ま
た
釈
教
部
ば
、
覇
旅
と
恋
一
の
間
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
巻
数
表
示
に
変

化
は
な
く
、
錯
巻
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
に
少
な
い
な
が
ら
異
文
を
含
む
本
で
あ
る
が
、
永
享
の
書
写
と
は
認
め
難
く
、
近
世

松
花
和
歌
集

8
 二

条
派
の
私
撰
集
。
濃
練
地
に
金
唐
草
刺
鑑
の
緞
子
表
紙
。
左
上
に
「
嘉
元
一
年

文
料
紙
は
堵
紙
。
見
返
し
に
続
い
て
巾
約
九
セ
ソ
チ
の
白
紙
を
置
き
、
以
下
二
六
・
七

X

二
0
•
五
の
料
紙
を
一
四
枚
継
ぎ
、
鳥
の
子
で

裏
打
を
す
る
。
現
在
は
巻
子
だ
が
、
元
来
は
一
面
十
二
行
の
冊
子
で
あ
っ
た
ろ
う
。

嘉
元
元
年
百
首
班
た
て
ま
つ
り
け
る
時

六
首
。
巻
頭
に
「
冷
泉
府
書
」
の
朱
印
記
が
あ
る
。
本
書
は
元
徳
一
―
―
ー
一
三
三
一
ー
年
頃
の
成
立
で
為
世
門
の
四
天
王
の
一
人
浄
弁
の
撰

か
と
も
さ
れ
る
。
当
時
の
二
条
派
の
私
撰
集
と
し
て
注
意
さ
れ
る
が
、
従
来
は
巻
一
（
春
）
、
五
（
恋
上
）
と
断
筒
（
約
二
三

0
首
）
が
知

ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
昭
和
五
二
年
『
国
文
学
研
究
資
料
館
報
』
第
八
号
で
、
本
写
が
紹
介
さ
れ
、
本
文
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
、
翻
刻
と
紹
介
が
福
田
秀
一
教
授
の
手
で
、
当
館
紀
要
、
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
社
壇
詠
二
十
一
首
和
歌
（
文
明
頃
ー
一
四
六
九
！
一
四
八
七
年
ー
写
）
縦
三

O・
八
X
全
長
一
八
一
・
六

竹
林
抄
、
七
賢
の
一
人
賢
盛
の
奉
納
和
歌
。
青
地
に
銀
色
の
大
柄
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
本
文
料
紙
は
椿
紙
。
見
返
し
に
つ
づ
い
て

本
文
、
末
尾
に
四
一
・
五
七
ン
チ
程
の
余
紙
。

と
思
し
き
補
入
が
あ
る
。
箱
魯
に
「
日
吉
社
奉
納
和
歌
杉
原
宗
伊
自
筆
原
本

伊
賀
守
入
道
宗
伊
」
と
記
す
貼
紙
が
あ
る
。
宗
伊
は
、
杉
原
七
郎
伊
賀
守
賢
盛
（
応
永
二
五
ー
一
四
一
八
ー
年

i
文
明
一
七
ー
一
四
八
五

初
冬

一
首
二
行
書
き
。
全
六
三
行
だ
が
、
十
二
番
目
の
歌
「
紅
葉
深
」
の
左
上
に
一
首
の
同
筆

文
明
頃
成
」
と
記
さ
れ
、
巻
末
に
も
「
詠
二
十
一
首
杉
原

前
大
納
言
実
教
卿

一
巻

9
0
 

9
1
 

か
た
み
と
て
露
も
残
ら
す
花
薄
昨
日
の
秋
の
袖
の
別
に
」
以
下
六

「
松
花
和
歌
集
巻
第
四
冬
寄

鎌
倉
時
代
也
」
と
墨
書
し
た
小
紙
片
を
貼
る
。
本

巻
第
四
（
江
戸
初
期
写
）
縦
二
六
・
七
X
全
長
二
八
七
．

o

初
期
の
写
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
問
題
の
―
つ
で
あ
る
。

五
二
、
二

0
、
十
二
、
の
計
六
百
四
十
九
首
で
あ
り
、
全
歌
数
二

一
首
一
行
書
き
。

一
巻

9
9
9
 

5
 



よ
っ
て
、

年
）
、
里
村
昌
叱
（
天
文
一

0
ー
一
五
四
一
ー
年
!
蔑
長
八
ー
一
六

0
三
ー
年
）
、
里
村
紹
巴
（
永
正
四
ー
一
五
二
四
ー
年
!
慶
長
七
ー
一

ま
さ
よ
し

六
0
ニ
ー
年
）
の
三
筆
、
三
部
抄
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
花
房
道
悦
は
、
又
左
衛
門
越
後
守
正
幸
と
い
い
、
宇
喜
多
家
に
仕
え
、
備
前

虫
明
一
万
八
千
石
を
領
し
た
武
人
で
、
慶
長
十
年
に
八
十
二
歳
（
或
説
に
八
十
）
で
没
し
て
い
る
。
歌
道
に
志
あ
っ
く
、
幽
斎
に
古
今
伝

授
を
う
け
、
ま
た
「
高
砂
の
松
の
古
木
枯
て
、
其
根
の
土
中
に
埋
れ
し
を
掘
得
て
板
と
な
し
、
こ
れ
を
文
台
に
造
り
、
紹
巴
、
昌
叱
（
大

日
本
史
料
の
引
く
「
花
房
越
後
守
正
幸
之
記
」
で
は
、
幽
斎
・
道
悦
・
紹
巴
）
を
し
て
連
歌
の
三
つ
物
を
な
さ
し
め
蒔
絵
に
し
」
之
を
徳

10 月
中
旬

I
年
）
で
あ
り
、
宗
祇
の
選
に
な
る
『
竹
林
抄
』
の
七
賢
の
一
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
足
利
義
政
の
近
習
番
衆
で
、
文
武
和
漠
の
オ
に

長
け
た
武
人
で
あ
っ
た
。

一
休
宗
純
に
つ
い
て
参
禅
、
こ
と
に
連
歌
、
早
歌
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
文
明
三
年
能
阿
弥
没
後
に
宗
匠
職

に
つ
い
た
。
本
写
は
、
巻
頭
か
ら
「
陪
日
吉
社
壇
詠
二
十
一
首

に
こ
ゑ
の
消
ゆ
く
…
…
」
以
下
「
神
祇
」
ま
で
、
類
型
的
な
題
詠
の
二
十
一
首
で
あ
る
。

幽
斎
．
昌
叱
・
紹
巴
、
三
箪
三
部
抄
。
鶯
色
地
に
緑
で
宝
尽
し
に
龍
の
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
題
筑
な
し
。
列
帖
装
。
料
紙
は
斐
楷

混
漉
き
（
鳥
の
子
）
。
墨
付
五

0
丁。

昌
（
花
押
）
」
と
あ
り
、

行
数
は
各
々
異
に
す
る
。

天
正
十
九
林

奥
書
は
、
詠
歌
之
大
概
、
秀
歌
之
紘
大
略
の
後
、

千

右

＼
之
求
以
予
所
持
之
本
奥
書
見
冑
写
之
早
疑
借
写
功
之
援
者
欺

年
亮
空
の
も
の
、
次
の
二
〇
丁
表
に
「
右
一
帖
依
臨
江
老
）

「
未
来
記
雨
中
吟
花
房
道
悦
依
所
望
令
書
写
者
也
天
正
十
八
年
霜

鐘
下
旬
丹
山
隠
士
玄
旨
（
花
押
）
」
と
あ
る
。
ま
た
二
八
丁
裏
に

五
0
丁
表
に
「
此
小
倉
山
荘
色
紙
和
班
者
備
州
花
房
道
悦
咲
齋
依
所
望
書
之
者
也
天
正
十
八
年
朦

玄
旨
、
細
川
幽
斎
（
天
文
三
ー
一
五
三
四
ー
年

t
慶
長
一
五
ー
ニ
ハ
一

0-

下
旬

紹
巴
（
花
押
）
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
丁
裏
に
天
文

＿
一
部
抄
（
天
正
十
八
、
九
ー
一
五
九

0
、

一
ー
年
写
）
縦
二
四
•
O
X
横
一
七
•
四

た
ね
ひ
た
す
水
も
ゆ
た
か
に
作
る
田
を
民
の
心
に
ま
か
せ
て
そ
み
る

9
1
 

9
1
 

鹿
墜
遥
補
っ
た
ひ
妻
や
こ
ふ
ら
む
秋
の
鹿
あ
は
ち
の
波

に
ほ
て
る
奥
に
む
か
ふ
春
哉
残
雪

い
ま
も
ち
る
峯
の
あ
は
雪
う
ち
か
す
み

矢
田
の
枯
野
に
春
風
そ
吹
：
・
…
中
略
：
．．．． 

苗
代

廿
欠
牙
冊

沙
弥
宗
伊

湖
上
霞

朝
か
す
み
さ
4
浪
か
け
て
出
る
日
の

6
 



12 
藍
色
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
十
六
番
歌
合
判
本
肘
宣
長
自
筆
」
と
の
題
徽
が
あ
る
。
袋
綴
。
も
と
判
紙
判
の
楷
紙
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た

も
の
を
美
濃
紙
の
台
紙
に
貼
り
、
改
装
し
た
も
の
。
墨
付
九
丁
、

等
の
印
記
が
あ
る
。
奥
書
が
八
丁
裏
に
あ
り
「
此
歌
合
巻
、
よ
き
歌
共
お
ほ
く
見
え
候
て
、

も
し
今
の
人
々
の
歌
に
て
も
候
は
ゞ
、
御
稽
古
の
御
た
ゆ
み
候
は
ぬ
し
る
し
と
お
ぼ
え
候
て
、
愚
老
も
殊
に
よ
ろ
こ
び
候
事
也
」
と
記
し

て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
歌
合
本
文
に
作
者
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
、
宣
長
も
古
人
の
作
か
、
今
人
の
作
か
判
断
し
か

ね
た
よ
う
で
あ
る
。
内
容
は
、
歌
の
題
、
月
前
梅
、
夕
立
雲
、
野
草
花
、
尾
上
時
雨
の
四
題
十
六
番
の
判
詞
の
み
で
あ
る
。
歌
詞
が
伝
わ

ら
な
い
の
は
遣
憾
で
あ
る
が
、
宣
長
の
判
詞
の
み
を
別
冊
に
記
し
た
も
の
は
例
が
他
に
な
く
珍
し
い
資
料
で
は
あ
る
。
九
丁
裏
に
所
持
者

の
識
語
「
此
薔
明
治
廿
八
年
十
二
月
三
十
日
本
居
秋
屋
先
生
所
恵
送
也
」
と
あ
る
。
秋
屋
（
あ
き
の
や
）
は
本
居
豊
頴
(
-
八
三
四
年
!

一
九
一
三
年
）

左
肩
に
無
字
白
紙
題
鋲
を
貼
る
。

袋
綴
゜

料
紙
は
楷
紙
。

墨
付
一
九

7

巻
第
九
十
）
と
伝
え
ら
れ
る
。
三
部
抄
は
、
定
家
の
孫
、
為
氏
か
ら
出
る
二
条
家
の
保
守

本
居
大
平
の
家
系
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、

る
。
本
居
宣
長
（
享
保
一
五
ー
一
七
三

0
1年
し
享
和
元
ー
一
八

0
1
-年
）
は
伊
勢
国
松
坂
の
人
で
、
国
学
の
大
成
者
と
し
て
あ
ま
り

に
有
名
で
あ
る
。
和
歌
・
歌
学
を
国
学
の
階
梯
と
し
て
重
ん
じ
、
歌
合
の
判
詞
も
多
く
伝
わ
る
（
六
十
番
歌
合
評
、
刈
谷
図
書
館
蔵
、
当

館
紙
焼
き
写
真

c三
0
二
三
。
等
）
が
、
本
写
本
は
門
人
の
示
し
た
十
六
番
の
歌
合
に
、
自
筆
の
判
詞
を
別
に
書
き
記
し
て
贈
っ
た
も
の

覚
了
法
師
集
（
嘉
永
七
ー
一
八
五
四
ー
年
写
）
縦
二
七
．

ox横
一
九

・
O

伴
林
光
平
の
弟
子
、
伐
了
法
師
の
歌
集
。
薄
茶
色
の
紙
表
紙
。

と
思
わ
れ
る
。

の
号
で
、

1
3
 

8
2
 

或
い
は
、

宜
長
が
大
平
に
書
き
贈
っ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ

い
と
う
れ
し
く
候
也
。
古
人
の
入
候
故
款
゜

一
面
十
一
行
、

一
行
二
七
字
程
。
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
月
明
荘
、

11
十
六
番
歌
合
判
（
本
居
宣
長
自
筆
写
）
縦
二
六
・
六
X
横
一
八
・

的
な
歌
学
に
お
い
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
定
家
の
作
と
仮
託
さ
れ
て
い
る
も
の
。

川
家
康
に
献
じ
た
（
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
諮

1
8
 

8
2
 



っ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
刊
『
富
士
谷
御
杖
集
』
第
二
巻
所
収
。

て
い
る
他
、

13 

一
面
八
行
、

写
）
縦
二
五
•
O
X
横
一
七
•
四

平
安

「
お
ほ
む
ね
」
と
歌
の
釈
義
と

富
士
谷
成
元
述
」
の
内
題
が

一
首
一
行
書
き
。
長
平
珍
賞
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
月
明
荘
の
印
記
が
あ
る
。
序
は
「
嘉
永
七
と
せ
と
い
ふ
年
の

五
月
•
…
：
中
略
•
…
：
伴
の
林
光
平
し
る
す
」
と
結
ば
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
光
平
（
文
化
一
〇
ー
一
八
一
三
ー
年

i

文
久
三
ー
一
八

六
四
ー
年
）
の
歌
道
の
弟
子
で
あ
り
、
若
く
し
て
鬼
籍
に
入
っ
た
覚
了
法
師
の
「
わ
す
れ
か
た
み
」
と
し
て
兄
な
る
人
の
集
め
た
も
の
を

光
平
が
一
帖
に
書
き
と
め
た
の
だ
と
い
う
。
歌
数
は
百
二
十
一
首
よ
り
な
る
が
「
春
は
き
ぬ
庭
の
池
水
お
と
す
也

（
マ
マ
）

く
ら
ん
」
と
か
「
つ
く

l
＼
と
お
も
出
し
て
村
雨
に

み
き
は
の
氷
今
や
と

し
く
れ
は
て
た
る
わ
か
た
も
と
哉
」
と
い
っ
た
類
型
的
な
未
熟
な
も
の
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
光
平
は
そ
の
将
来
を
嘱
望
し
て
い
た
と
も
記
し
て
い
る
。
な
お
、
光
平
は
幕
末
の
勤
王
家
で
も
あ
り
、
国
学
、
歌
道
に
志

し
つ
つ
も
、
天
誅
組
を
組
織
し
、
大
和
十
津
川
に
挙
兵
し
た
が
敗
れ
、
京
都
六
角
の
獄
中
で
他
界
し
た
人
で
あ
っ
た
。

百
人
一
首
燈
（
富
士
谷
御
杖
自
筆

百
人
一
首
の
注
釈
書
。
富
士
谷
御
杖
の
自
筆
稿
本
。
藍
色
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
百
人
一
首
燈
草
稿
」
と
記
す
白
紙
の
題
策
を
貼
る
。

一
丁
表
に
「
百
人
一
首
登
裳
新
備

袋
綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
本
来
十
二
行
の
罫
紙
（
ニ
―
―
-
•
四

X

一
五
・
八
）
を
貼
り
装
釘
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
四
六
丁
、
罫
一
行
に
二

行
書
き
。
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
月
明
荘
の
印
記
が
あ
る
。

あ
る
。
天
智
天
皇
御
製
の
始
め
の
歌
か
ら
八
十
一
、
後
徳
大
寺
左
大
臣
「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
つ
る
方
を

．．．．．． 
」
ま
で
の
注
で
あ
り
、
墨
消

し
等
が
散
見
し
て
正
に
草
稿
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
本
書
は
、
御
杖
（
明
和
五
ー
一
七
六
八
ー
年
し
文
政
六
ー
一
八
二
三
ー
年
）
が
独
自

な
歌
学
説
の
立
場
か
ら
著
し
た
百
人
一
首
の
注
釈
で
、
文
化
元
年
に
刊
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
は
、

か
ら
成
る
が
、
語
句
そ
の
も
の
の
注
釈
は
極
め
て
少
な
く
、
歌
の
傍
に
但
言
を
添
え
た
程
度
で
、
も
っ
ば
ら
歌
の
詠
ま
れ
た
環
境
や
事
情

を
解
明
し
、
著
者
独
自
の
表
現
論
を
主
張
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
草
稿
は
、
前
述
の
如
く
八
十
一
ま
で
で
と
ど
ま
っ

丁、

「
お
ほ
む
ね
」
を
欠
き
、
本
文
も
刊
本
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
刊
本
に
至
る
学
問
体
系
の
進
展
を
窺
う
よ
す
が
と
な

1
4
 

8
2
 

8
 



の
子
。

墨
付
―
―
五
丁
、

一
面
十
行
、

巻
末
に
「
永
禄
十
丁
郊
年
六
月
廿
八
日

長
韻
（
花
押
）

ま
た
一
丁
表
に
「
館
河
内
守
正
虎
法
名
長

9
2
 

9
1
 

15 

写
）
縦
ニ
―
―
-
•
六
X

横
一
七
•
六

写
）
縦
ニ
―
・
ニ
X
横
一
四
・
八

「
集
古
摘
三
」
は
八
行
で
あ
る
。
北
辺
は
富
士
谷
の
号
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
北
辺
流
の
迭
瑣
（
か
わ
る
が
わ
る
つ
ら
ね
る
）
歌
の

法
を
と
く
書
で
も
あ
ろ
う
。
序
に
あ
た
る
部
分
に
よ
れ
ば
、

り
な
と
す
る
つ
い
て
に
、
あ
は
れ
お
も
う
と
ち
ま
と
ゐ
し
て
、
う
た
よ
ま
ぬ
こ
そ
春
の
山
に
鶯
な
か
ぬ
こ
4
ち
す
れ
、
さ
れ
と
あ
り
と
あ

る
人
う
ち
そ
む
き
た
る
や
う
に
、
む
こ
に
も
の
も
い
は
て
、

「
か
く
し
題
の
歌
の
こ
と
わ
り
」
に
も
か
よ
い
、

「
の
り
を
か
き
つ
け
て
み
」
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
以
下
、
実
際
の
例
、
具
体
的
説
明
を
記
す
の
が
、

迭
瑣
十
首
」
の
部
分
で
あ
る
。
な
お
、

本
文
料
紙
と
同
じ
楷
紙
の
表
紙
。

「
迭
鎖
式
の
序

「
集
古
摘

と
、
主
人
が
、

折
な
ら
て
は
い
と
た
へ
か
た
し
や
：

．．．． 
」
と
、
典
あ
る
場
に
も
、 「

つ
れ
ー
＼
な
る
日
、
あ
る
す
き
も
の
ま
う
て
き
て
、
さ
け
の
み
も
の
か
た

行、 綴
。
料
紙
は
堵
紙
。
全
十
丁
、
墨
付
八
丁
。
序
に
あ
た
る
部
分
、

一
面
八
行
、

お
も
う
ち
わ
つ
ら
は
し
て
、
お
の
か
し
4
う
め
き
ふ
く
れ
な
と
は
さ
る
へ
き

「
と
こ
ろ
せ
き
」
歌
で
な
く
、
典
あ
る
歌
を
よ
み
た
い
も
の
と
言
う

「
く
さ
り
連
歌
の
さ
ま
」
に
も
似
た
「
よ
せ
あ
ひ
」
と
い
う
あ
そ
び
の

安
永
五
」
と
し
て
、
序
に
あ
た
る
部
分
の
み
が
『
富
士
谷
成
章
全
集
』
下

巻
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

於
伊
勢
大
神
宮
御
千
句
両
吟
発
句
四
季
大
永
二
年
八
月
四
日
（
永
禄
十
ー
一
五
六
七
1
年
奥
書

「
よ
せ
あ
ひ
の
う
た
」

伊
勢
千
句
注
の
前
半
部
の
み
の
零
本
。
極
薄
茶
地
に
牡
丹
模
様
（
中
央
金
糸
）
の
入
る
緞
子
表
紙
。
題
簸
な
し
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥

一
行
二
五
字
程
。

て
候
へ
共
数
年
無
御
等
閑
申
兼
候
間
写
遣
了
相
構
而
他
見
あ
る
へ
か
ら
す
候
」
と
記
す
。

贔
口
固
必
一
冊
（
琴
山
の
墨
印
ご
と
記
す
極
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
諧
は
、
た
ぶ
ん
楠
正
虎
（
永
正
十
ー
一
五
二

0
ー
年
！
慶

右
大
事
之
本
に

「
よ
せ
あ
ひ
の
う
た
」
は
一
面
、
墨
五
行
、
朱
五
行
の
十

よ
せ
あ
ひ
、
と
い
う
歌
あ
そ
ぴ
の
法
を
記
す
書
。

表
紙
に
「
北
邊
迭
瑣
式
」
と
打
つ
け
書
き
。

和

14
北
辺
迭
瑣
式
（
富
士
谷
御
杖
自
筆

1
5
 

8
4
 

，
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袋
綴
゜

料
紙
は
椿
紙
、
裏
打
ち
が
あ
る
。

9
3
 

9
1
 

一
応
、
楠
正
虎
の
こ
と
と
し
、
仮
託
の
可
能
性
を
残
し
て
お

『
顕
偕
明
名
録
』
巻
第
八
の
正
虎
の
条
に
「
楠
長
諒
。
俗
名
也
、
従
四
位
下
河
内
守
《
全
》
前

天
文
比
『
信
長
公
右
筆
也
楠
正
長
息
』
」
と
あ
り
、
天
文
五
年
、
．
一
七
歳
で
足

利
義
輝
に
仕
え
、
和
歌
を
実
隆
、
連
歌
を
宗
牧
に
な
ら
う
等
、
多
芸
に
秀
で
て
い
た
が
書
は
夙
に
名
筆
の
誉
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
天
文

二
二
年
以
後
、
楠
氏
、
後
に
松
永
久
秀
に
仕
え
、
主
の
減
亡
（
天
正
五
ー
一
五
七
七

I
年
）
後
、
剃
髪
し
長
謡
と
な
の
り
、
以
後
、
信
長

・
秀
吉
の
祐
筆
を
つ
と
め
た
（
『
大
人
名
事
典
』
平
凡
社
）
と
す
る
な
ら
ば
、
本
写
本
の
写
年
永
禄
十
年
に
は
、
長
賠
と
署
名
す
る
は
ず

は
な
い
。
ま
た
『
顕
個
明
名
録
』
巻
第
五
の
長
韻
の
条
に
「
肖
柏
門
弟
堺
《
連
圏
》
班
師
」
と
あ
り
、
永
正
十
五
ー
一
五
一
八
ー
年
以
後

に
堺
に
居
住
し
た
肖
柏
の
弟
子
（
『
明
翰
抄
』
第
四
十

i

堺
連
歌
師
の
項
に
「
長
鉤
。
同
。
」
ー
牡
丹
花
門
弟
を
言
う
ー
と
あ
る
。
）
が

あ
る
が
、
年
代
が
少
し
古
く
に
過
ぎ
よ
う
。
諸
説
に
喰
い
違
い
が
あ
る
が
、

く
。
と
も
あ
れ
、
本
写
本
の
巻
首
題
は
「
於
伊
勢
大
神
宮
法
楽
御
千
句
両
吟
登
句
四
季

大
永
煎
年
八
月
日
」
と
記
す
。
内
容
は
「
第
一
、

何
船
。
第
二
、
三
字
中
略
。
第
三
、
何
路
。
第
四
、
蒲
何
。
第
五
、
何
人
。
」
か
ら
な
り
、
高
国
朝
臣
一
句
、
宗
長
（
文
安
五
ー
一
四
四

う
、
い
わ
ゆ
る
『
伊
勢
千
句
』
前
半
で
あ
り
、
注
が
付
さ
れ
る
も
の
で
、

八
—
年
!
百
孟
禄
五
ー
一
五
三
ニ
ー
年
）
二
五
〇
句
、
宗
碩
（
文
明
六
ー
一
四
七
四I
年
！
天
文
ニ
ー
一
五
三
三
ー
年
）
二
四
九
句
と
い

『
伊
勢
千
句
注
』
の
上
冊
（
前
半
部
）
が
、
正
式
呼
称
と
な
る

本
で
あ
る
。
な
お
、
金
子
金
治
郎
博
士
の
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
注
は
第
一
種
内
閣
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
の
如

く
で
あ
る
。
し
か
し
、
朝
日
影
の
句
に
関
し
て
み
る
と
、
第
一
種
系
の
本
文
を
全
て
有
し
、
な
お
、
証
歌
を
ひ
い
て
の
増
加
部
分
が
介
入

し
て
い
る
。
全
体
的
に
こ
れ
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
、
第
一
種
増
注
本
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

連
歌
比
況
集
（
天
文
十
一
ー
一
五
四
ニ
ー
年
写
）
縦
二
七

・
-
X
横
二

O・
六

連
歌
論
書
。
茶
色
地
の
紙
表
紙
。

題
微
な
し
。

全
三
三
丁
、

一
面
十
行
書
き
。
奥
書
き
に

「
右
相
州
小
田
原
妙
覚
（
光
の
誤
写
か
）
院
屈
住
之
硼
於
南
向
部
屋
粛
之
抑
連
奇
故
賓
不
可
過
之
聯
ホ
不
可
在
他
見
者
也
此
書
根
本
者
関

司
橘
氏
法
名
治
部
卿
法
印
長
賠
初
ハ
大
饗
長
左
衛
門

長
元
ー
一
五
九
六
ー
年
）
で
あ
ろ
う
か
。

10 



18 （
丸
形
朱
印
あ
る
も
判
読
不
可
）
」
。
な
お
、

に
肖
柏
の
奥
書
き
が
あ
る
。

判
（
右
に
「
後
常
恩
寺
殿
」
と
注
付
が
あ
る
が
、
常
は
成
で
あ
り
、

東
公
方
様
江
追
而
被
申
と
側
侍
り
し

五
四
冊 辿

歌
比
況
集

兼
憚
粛
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
通
説
は
宗
長
（
文
安
五
ー
一
四
四
八
ー
年
？
享
禄
五
ー
一
五
三
ニ
ー
年
）
の
著
と
さ

れ
、
小
田
原
妙
光
院
で
述
作
し
、
兼
載
（
享
徳
元
ー
一
四
五
ニ
ー
年

t
永
正
七
ー
一
五
一

0
1年
）
の
校
閲
を
う
け
て
名
付
け
た
と
さ
れ

る
。
関
東
公
方
（
管
領
ー
上
杉
憲
政
）
宛
に
、
連
歌
稽
古
、
付
様
の
用
心
、
故
実
か
ら
会
席
の
作
法
ま
で
を
、
問
答
形
式
を
用
い
、
比
喩

的
に
単
物
に
た
と
え
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓮
の
茎
、
五
尺
昌
蒲
、
夜
の
柱
、
以
下
大
的
ま
で
四
十
三
箇
条
よ
り
な
る
。
な
お
、
書

写
）
縦
二
八
・
九
x

横
二
0
•
八

ーー

9
5
 

9
3
 

連
歌
の
式
目
（
吟
詠
の
た
め
守
る
べ
き
禁
制
故
実
）
書
。
薄
青
色
地
の
紙
表
紙
。
題
策
な
し
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
全
三
二
丁
、

暴
付
二
九
丁
゜

一
面
八
行
、

一
行
二
十
{
-
二
十
字
程
。
二
六
丁
表
に
「
新
式
今
案
奥
書
…
…
中
略
…
…
享
徳
元
年
丑
申
十
一
月
日
関
白
御

一
条
兼
良
の
奥
書
き
と
知
れ
る
。
）
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
三

0
丁
表

「
應
安
以
来
新
式
之
今
案
之
追
加
条
々
井
近
代
用
捨
篇
目
等
依
其
端
朱
（
末
の
誤
写
か
）
学
常
迷
商
量
而
今

彼
是
勒
以
為
一
冊
但
猶
未
一
決
之
事
或
哲
濶
之
或
先
載
之
以
侍
後
君
子
志
同
者
従
之
亦
宜
乎

一
丁
裏
、
左
肩
に
「
牡
丹
花
肖
柏
連
斑
新
式
（
養
心
の
墨
印
）
」
そ
の
裏
に
「
一
冊
己
酉
五

（
神
田
道
倍
の
朱
印
）
」
と
記
す
極
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
本
書
ぱ
応
安
新
式
〔
二
条
良
基
（
元
応
ニ
ー
一
三
二

0
1年
と
嘉
慶
ニ
ー
一

三
八
八
ー
年
）
の
制
定
、
後
に
追
加
〕
に
、
さ
ら
に
一
条
兼
良
（
応
永
九
ー
一
四

0
ニ
ー
年

i
文
明
一
三
ー
一
四
八
一
ー
年
）
が
新
式
を

加
え
、
後
に
肖
柏
（
嘉
吉
三
ー
一
四
四
三
I
年

t
大
永
七
ー
一
五
二
七
ー
年
）
が
内
容
を
追
加
し
、
整
理
改
修
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
本
写
本
は
、
奥
書
と
本
文
が
別
筆
と
思
わ
れ
、
室
町
末
頃
の
写
か
と
は
思
わ
れ
る
が
、
肖
柏
筆
の
可
能
性
は
薄
い
。

休
聞
抄
（
慶
長
一
五
—
一
六
一
〇
ー
年
頃
写
）
縦
二
六
•
五X
横
ニ
―
•
四

17

連
歌
新
式
追
加
井
新
式
今
案
等
（
文
亀
元
ー
一
五

0
一
ー
年
奥
書

写
者
兼
憚
に
関
し
て
は
不
詳
。

月
日

七
十
七

天
文
第
二
暦
癸
巳
霜
月
十
八
日
拉
之

以
本
写
之

文
亀
辛
酉
林
鐘
上
辮

兼
載
作

夢
庵
居
士
肖
柏

9
6
 

9
3
 

天
文
十
一
壬
寅
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1
9
源
氏
小
鏡
（
永
禄
五
l
-
．
五
六l
一
ー
年
序
写
）
縦
二
五
•
五
X

横
一
七
・
七

立
と
い
う
。

源
氏
物
語
注
釈
書
。
蒋
香
色
地
の
紙
表
紙
。
題
簸
は
な
く
、
巻
名
を
左
肩
に
打
付
け
書
き
に
す
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
丁
数
は
省

略
。
行
数
は
、
本
文
の
冊
が
一
面
、
七
行
、
九
行
、
十
行
、
注
の
冊
が
一
面
十
二
行
等
と
一
定
し
な
い
。
奥
書
は
、
葵
（
六
ア
ヲ
ヒ
七

サ
カ
キ
）
の
注
の
冊
末
尾
、
明
石
十
の
注
の
冊
末
尾
に
「
此
正
本
者
豊
臣
朝
臣
堀
尾
一
二
介
泰
長
公
之
御
袋
従
長
松
院
殿
申
請
塵
造
千
家
元

鹿
長
十
五
年
庚
戌
年
正
月
吉
辰
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
出
雲
国
造
第
六
十
七
代
に
腹
長
元
年
に
就
い
た
千
家
元
勝
の
写
を

含
む
も
の
で
あ
る
。
堀
尾
三
介
泰
長
は
、
高
階
の
末
流
堀
尾
吉
晴
の
孫
、
忠
晴
（
文
禄
四
ー
一
五
九
五
ー
年

i
寛
永
一
〇
ー
一
六
三
三
ー

年
）
で
あ
ろ
う
。
忠
晴
は
、
出
雲
松
江
藩
主
、
母
は
前
田
徳
善
院
玄
以
法
印
（
豊
臣
家
五
奉
行
の
一
人
）
の
女
。
祖
父
吉
晴
が
天
正
一
三

年
に
、
小
牧
役
等
の
活
躍
に
よ
り
豊
臣
の
姓
を
賜
わ
っ
て
お
り
、
忠
晴
は
小
字
を
三
介
と
言
う
。
こ
の
写
年
の
翌
年
、
徳
川
秀
忠
の
一
字

を
賜
わ
り
、
元
服
し
「
泰
長
」
を
「
忠
晴
」
と
改
名
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
本
写
本
は
、
桐
壺
巻
首
に
「
休
聞

あ
り
、
休
聞
抄
と
判
断
さ
れ
る
注
だ
け
の
冊
と
、
朱
で
語
の
傍
注
等
を
簡
略
に
記
す
部
分
を
持
ち
（
聞
書
き
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
）
、
巻
頭
に
巻
名
の
こ
と
内
容
摘
記
、
巻
末
に
奥
入
を
持
つ
本
文
の
冊
と
の
二
本
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
注
の
冊
は
、

桐
壺
、
帯
木
、
空
蝉
、
若
紫
、
紅
葉
賀
、
葵
、
花
散
里
、
榊
、
明
石
、
蓬
生
、
絵
合
、
松
風
、

蝶
、
螢
、
箋
火
、

乙
女
、
玉
覧
二
部
、
初
音
、
胡

の
一
九
冊
で
あ
り
、
本
文
は
、
桐
壺
か
ら
鈴
虫
ま
で
断
続
し
て
三
十
五
冊
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
た
ぶ
ん
河
内
本
系

『
源
氏
大
成
・
校
異
編
』
の
別
本
系
に
よ
り
近
く
、
青
表
紙
系
か
ら
は
遠
い
と
、
瞥
見
の
限
り
で
は
言
え
る
。
右
の
冊
の
状
態

か
ら
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
何
筆
か
の
手
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
あ
る
い
は
、

に
近
く
、

勝
書
寓
早

二
冊

， ， 

を
単
純
に
五
四
冊
に
と
り
あ
わ
せ
た
、
と
も
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
休
聞
抄
は
昌
休
（
天
文
ニ
ー
一
五
五
ニ
ー
年
没
）
の
著
に
な
り
、
そ

の
跛
文
に
よ
る
と
、
河
海
、
花
鳥
、
弄
花
の
注
を
収
捨
し
、
宗
祇
か
ら
宗
牧
に
い
た
る
今
案
の
注
を
の
せ
た
も
の
で
、
天
文
一
九
年
の
成

―
つ
の
諧
釈
の
場
に
用
い
ら
れ
た
何
種
類
か
の
本

薄
雲
、

源
氏
物
語
聞
書
」
と
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十
行
、 源

氏
物
語
梗
概
害
、
道
安
本
。
金
茶
に
撒
麦
の
樅
様
を
織
り
出
し
た
金
襴
表
紙
。
中
央
に
「
こ
か
4
み
自
桐
壺
至
真
木
柱
（
自
梅
枝
至

夢
浮
橋
）
」
と
記
す
黄
土
色
の
題
條
を
貼
る
。
列
帖
装
。
料
紙
は
烏
の
子
。
墨
付
、
上
冊
九
五
丁
、
下
冊
八
一
―
一
丁
゜

十
三
字
程
。

「
青
裕
雹
屋
」
等
の
印
記
が
あ
る
。
序
の
末
尾
は
「
…
…
見
る
人
こ
れ
を
ま
な
へ
る
道
安
く
世
に
も
て
あ
そ
は
む
本
意
も
長

道
安
の
永
禄
五
年
の
序
の
あ
る

本
、
道
安
本
と
称
し
て
い
る
。
沙
弥
道
安
（
明
応
九
ー
一
五

0
0ー
年

t
永
禄
八
ー
一
五
六
五
I
年
に
六
六
歳
）
は
「
顕
伝
明
名
録
に
よ

れ
ば
、
泉
州
堺
の
連
歌
師
で
あ
っ
て
、
同
地
の
連
歌
師
宋
訊
（
肖
柏
門
弟
、
河
内
屋
、
号
湖
信
斎
）
の
聟
と
な
り
天
王
寺
屋
を
号
し
た
」

（
寺
本
直
彦
「
源
氏
小
鏡
作
者
説
の
吟
味
」
）
人
で
あ
っ
た
。
伝
本
に
は
、
他
に
京
都
大
学
図
書
館
本
、
跛
文
の
奥
に
「
永
禄
八
年
八
月

十
四
日
沙
弥
道
安
六
十
六
歳
」
と
記
す
桃
園
文
庫
本
、
等
が
あ
る
。
小
鏡
は
、
中
世
、
近
世
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の

う
ち
、
最
も
流
布
し
、
連
歌
用
書
と
し
て
も
読
ま
れ
た
。
増
補
、
簡
略
化
と
、
多
様
に
変
貌
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
道
安
本
は
、
本
来
の

小
鏡
が
有
し
て
い
た
歌
数
百
十
首
余
の
上
に
、
更
に
百
二
十
首
余
り
を
加
え
、
叙
述
も
大
幅
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
は
、

序
「
…
…
た
い
ら
の
長
ひ
ら
…
…
中
略
…
…
こ
れ
を
あ
ひ
か
た
ら
ひ
め
を
か
り
筆
を
や
と
ひ
か
つ
／
＼
か
き
つ
く
る
つ
ゐ
て
に
ま
き
／
＼

の
奇
と
も
あ
ま
た
か
き
入
こ
と
葉
を
も
お
ほ
く
か
き
く
は
へ
な
と
す
る
ほ
と
に
ち
ゃ
う
数
か
さ
な
り
ぬ
る
を
…
・
:
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

も
覗
え
る
。

夜
寝
覚
物
語
（
江
戸
初
期
以
前
写
）
縦
二
四
・
九
X

横
一
七
•
一

改
作
本
夜
寝
覚
物
語
。
水
色
地
に
水
玉
を
抜
い
た
如
き
部
分
を
持
つ
紙
表
紙
。
中
央
に
「
夜
寝
覺
物
語
一

一
行
二
十
二
字
程
。

20 く
た
い
ら
か
な
ら
む
事
を
お
も
へ
る
な
る
へ
し

肯

永
禄
五
暦
八
月
日
」

五
冊

と
結
ば
れ
、

「
道
安
く
」
、

一
面
九
行
、

(
！
五
）
」
と
記
す
白
紙
の

題
策
を
貼
る
。
列
帖
装
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
第
一
冊
八
三
丁
、
二
冊
九
九
丁
、
三
冊
六

0
丁
、
四
冊
四
五
丁
、
五
冊
五
六
丁
゜

「
た
か
春
の
花
の
し
を
り
に
し
の
は
れ
ん
わ
か
わ
け
く
ら
す
け
ふ
の
山
ふ
み
中
郁
秋
香
」
、

「
今
泉
文
庫
」
、

「
呉
木
園
願
書
記
」
等
の
印
記
が
あ
る
。
巻
五
巻
末
に
「
此
夜
寝
覚
物
語
五
冊
以
拾
造
百
番
歌
合
所
乗
歌
二
十
首
訂
之
其
内
二
三
見
此
物

一
面 ー3 

一
行

13 



旧
蔵
者
の
も
の
で
、
他
に
秋
香
の
識
語
が
各
巻
末
に
入
る
。
改
作
本
の
伝
本
は
、
こ
の
中
村
本
の
他
に
、
巻
三
ま
で
の
零
本
な
が
ら
三
条

家
旧
蔵
本
が
知
ら
れ
、
神
宮
文
庫
に
巻
二
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
巻
一
、
巻
三
が
分
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
改
作

に
か
か
る
『
夜
寝
覚
物
語
』
は
、
本
来
の
形
が
持
つ
主
題
「
寝
覚
の
御
な
か
ら
ひ
…
…
」
が
、
風
流
人
の
夢
を
論
じ
る
例
と
し
て
語
り
始

め
ら
れ
る
の
を
始
め
と
し
て
、

か
な
り
の
改
作
が
加
え
ら
れ
る
が
、
大
筋
の
変
化
は
認
め
ら
れ
そ
う
も
な
い
。
よ
っ
て
、
本
来
の
本
が
持

つ
欠
巻
部
分
を
想
定
す
る
好
材
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
物
語
に
お
け
る
改
作
を
考
え
る
た
め
の
好
事
例
で
も
あ

鎌
倉
時
代
の
物
語
。
青
色
地
の
紙
表
紙
。
外
題
は
な
く
、
毎
巻
本
文
第
一
行
の
肩
に
「
我
身
に
た
と
る
姫
君
一

る
。
袋
綴
。
料
紙
は
椿
紙
。
各
巻
墨
付
、
巻
一
、
三
二
丁
、
二
、
二
ニ
丁
、
三
、
三
七
丁
、
四
、
三
九
丁
、
五
、
三
八
丁
、
六
、
三
八
丁
、

七
、
三
七
丁
、
八
、
ニ
―
丁
、

で
各
二
巻
一
冊
。
各
冊
、

一
面
十
二
行
、

蔵
本
で
あ
る
。
伝
本
に
は
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
影
印
本
、
古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期
）
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
が

あ
る
。
そ
の
関
わ
り
は
、
九
条
家
旧
蔵
本
が
比
較
的
誤
脱
が
少
な
く
、
前
田
家
本
は
こ
れ
に
次
ぎ
、
書
陵
部
本
は
漠
字
の
使
用
が
極
め
て

一
行
二
十
三
字
程
。
奥
書
、
印
記
の
類
は
な
い
が
、
九
条
家
旧

多
く
比
較
的
に
誤
脱
も
多
い
、
ま
た
、
対
校
の
結
果
と
し
て
の
実
情
は
三
本
相
互
に
補
正
し
合
う
点
、
共
通
誤
脱
も
相
当
に
残
存
し
て
い

て
、
三
本
間
に
は
極
度
の
差
異
優
劣
は
認
め
難
い
（
後
述
、
全
注
解
、
等
）
と
さ
れ
る
。
内
容
は
、
皇
后
と
関
白
と
の
間
に
生
ま
れ
、
山

里
で
密
か
に
育
て
ら
れ
て
い
る
主
人
公
、
わ
が
身
に
た
ど
る
姫
君
の
一
生
の
物
語
と
い
う
よ
り
も
、
姫
君
を
一
員
と
し
て
含
め
た
或
る
時

代
の
宮
廷
模
様
と
で
も
い
え
よ
う
。
な
お
、
鎌
倉
時
代
の
物
語
と
し
て
は
数
少
な
い
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
物
語
全
注
解
』
が
、
徳
満
澄

雄
氏
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
写
本
も
、
次
項
目
と
同
じ
く
、
金
子
武
雄
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

21
我
身
に
た
ど
る
姫
君
（
室
町
末
写
）
縦
二
七
・
五
X
横
二

O
・
O

八
巻
四
冊

る
。
次
項
目
と
同
様
に
金
子
武
雄
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
！
八
）
」
と
小
書
す

1
3
2
 

語
以
是
案
之
疑
有
落
脱
乎
後
日
求
全
本
可
勘
之
者
也
子
時
宝
暦
第
六
十
月
四
日
平
入
道
兼
誼
（
判
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
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「
文
政
七
年
八
月
伴
直
方
」
と
止
ま
る
。
四
丁
表
に
「
物
語
書
目
備
考
伴
直
方
」
と
あ
り
、
以
下
イ
ロ
ハ
順
で
物
語
名

が
配
列
さ
れ
る
。
そ
の
物
語
名
に
は
、
頭
注
、
傍
注
が
朱
、
墨
で
多
く
記
さ
れ
る
他
、
付
箋
も
三
枚
付
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
関
連

そ
」
が
記
さ
れ
、

「
具
木
園
圃
書
記
」

「
金
子
」

鎌
倉
時
代
の
物
語
。
青
色
地
の
紙
表
紙
。
外
題
は
な
く
、
毎
巻
本
文
第
一
行
の
肩
に
「
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
一

各
巻
墨
付
、
巻
一
、
二
六
丁
、
二
、
二
六
丁
、
三
、
二
八
丁
、
四
、
九
丁
。

程
。
奥
書
、
印
記
の
類
は
な
い
が
、
九
条
家
旧
蔵
本
で
あ
る
。
伝
本
と
し
て
は
、
本
写
本
の
他
に
桂
宮
本
（
桂
宮
本
叢
書

収
）
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
本
来
五
巻
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
巻
四
後
半
と
巻
五
を
、
本
写
本
は
欠
い
て
い

る
。
だ
が
、
そ
の
う
ち
、
巻
四
末
尾
と
巻
五
の
冒
頭
を
侠
脱
し
て
は
い
る
が
、
本
写
本
の
欠
く
部
分
が
、
桂
宮
本
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

両
写
本
は
重
複
し
な
い
の
で
あ
る
。
成
立
は
鎌
倉
時
代
後
半
期
（
金
子
、
後
記
書
）
で
、

い
。
内
容
は
、
理
想
と
す
る
女
性
を
求
め
て
あ
く
が
れ
さ
ま
よ
う
と
い
う
、
い
か
に
も
王
朝
風
な
貴
公
子
三
人
の
三
様
な
る
恋
愛
生
活
を

描
写
し
た
物
語
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
藤
壺
と
紫
上
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
の
恋
愛

l
し
る
べ
あ
る
く
も
の
か
け

『
物
語
文
学
の
研
究
ー
本
文
と
論
考
ー
』

ら
を
纏
め
て
収
載
し
て
い
る
。
な
お
、
三
本
の
写
年
代
推
定
は
同
書
に
よ
る
。

物
語
目
録
書
、
伴
直
方
自
築
稿
本
。
薄
茶
地
に
白
の
横
筋
を
流
す
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
物
語
魯
目
備
考
附
録
」
と
打
付
け
書
き
。

一
面
、
上
部
三
分
の
一
程
に
頭
注
が
入
る
、
十
一
行
程
。
二
丁
表
に
「
中
川
氏
蔵
」
の
朱
小
円
印
、

「
洒
竹
文
庫
」

綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
墨
付
二
四
丁
゜

23
物
語
書
目
備
考
（
文
政
七
ー
一
八
二
四
ー
年
序

写
）
縦
二
七
・
九

x横
一
九
・
三

「
伴
氏
家
印
」
の
印
記
が
あ
る
。
二
丁
表
か
ら
序
に
あ
た
る
「
物
語
書
目
備
考
の
お
ほ
よ

と
同
様
に
、
本
写
本
も
金
子
武
雄
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

袋 ー3 

（
笠
間
書
院
）
が
、
そ
れ

は
し
ふ
み
も
み
ず
恋
ぢ
ゆ
か
し
き
わ
が
心
か
な
ー
ー
に
よ
っ
て
の
書
名
と
考
え
ら
れ
る
。

「
夜
寝
覚
物
語
」

「
我
身
に
た
ど
る
姫
君
」

『
国
書
総
目
録
』
の
い
う
室
町
は
妥
当
で
は
な

物
語

所

る。

袋
綴
゜

料
紙
は
楷
紙
。

2
2
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
（
室
町
末
写
）
縦
二
七
•
O
X
横
二
O
·
O

四
巻
一
冊

一
面
十
二
行
、

一
行
二
四
字

(
i四
）
」
と
小
書
す

1
3
3
 

15 



ン
チ
程
。

紙
。
各
冊
、
丁
数
は
略
す
、

25 資
料
の
抜
書
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
増
補
部
分
が
加
わ
っ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
朱
で
拾
遣
百
番
歌
合
の
物
語
名
と
歌
数
が
記
さ
れ
て

『
物
語
卿
子
目
録
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
国
会
図
書
館
本
は
、
増
補
部
分
を
配
列
に
組
み
入
れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
頭
注
等
を

本
文
化
し
た
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
岩
瀬
文
庫
、
九
州
大
学
等
、
伝
本
が
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
が
、
本
写

本
は
、
そ
れ
ら
の
源
流
と
な
る
草
稿
本
（
付
箋
と
頭
注
の
重
複
部
分
も
み
ら
れ
る
）
で
あ
る
。
な
お
、
本
写
本
の
付
箋
に
な
る
注
が
、
翻

平
家
物
語
（
寛
永
元
ー
一
六
二
四
ー
年
刊
古
活
字
版
）
縦
二
六
・
九
X
横
一
九
・
八

寛
永
元
年
道
意
刊
本
。
改
装
に
か
か
る
薄
紫
細
格
子
地
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
打
付
け
書
き
で
「
平
家
物
語
一

袋
綴
。
料
紙
は
椿
紙
。
各
冊
一
巻
、
十
二
巻
十
二
冊
。
各
冊
、
丁
数
は
略
す
。

面
の
高
さ
二
四
・
五
セ
ン
チ
程
。
各
冊
一
丁
表
に
「
槌
齋
圃
書
」

一
行
二
十
一
字
程
。
平
仮
名
交
り
で
、
字

（
山
田
聴
ー
文
化
年
間
の
人
で
佐
野
藩
の
儒
者
ー
の
印
）
の
印
記
、
他

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
巻
末
に
「
弘
化
三
年
閏
五
月
十
七
日
一
閲
畢
比
等
之
」
の
識
語
が
あ
る
。

頁
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
流
布
印
本
（
一
方
流
本
）
の
祖
を
な
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
十
一
行
本
に
依
り
つ
つ
翻
印
を
行
っ
た
も
の
で
、

久
原
文
庫
（
巻
八
欠
）
、
牧
川
既
之
祐
氏
蔵
の
二
本
、
そ
し
て
増
補
で
追
加
さ
れ
た
安
田
文
庫
の
三
本
が
知
ら
れ
る
と
い
う
。
因
み
に
、

本
刊
本
は
、
同
魯
図
版
四

0
二
と
同
一
で
あ
り
、
こ
の
版
の
伝
本
を
追
加
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

曽
我
物
語
（
寛
永
中
刊
古
活
字
版
）
縦
二
八
・
―
―
-
X横
二
0
•
五

青
色
地
に
電
格
子
紋
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
曽
我
物
語
」
の
題
頷
の
痕
跡
が
あ
る
。
各
冊
一
巻
、
十
二
巻
十
二
冊
。
袋
綴
。
料
紙
は
楷

一
面
十
二
行
、

一
行
二
七
字
程
。
平
仮
名
交
り
の
小
型
活
字
を
用
い
た
も
の
で
、
字
面
の
高
さ
二
三
・
七
セ

-
i五
冊
、
八
冊
、
十

i
十
二
冊
の
見
返
し
等
に
「
房
州
佐
の
村
釜
」
の
円
墨
印
、
巻
末
に
「
月
明
荘
」
、
ま
た
六
冊
に
「
苅

が
あ
る
。
刊
記
は
「
比
平
家
物
語
一
方
検
校
衆
以
吟
味
令
開
板
之
者
也

24 刻
本
で
は
簡
略
化
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

ヽ
・
こ
゜

し
キ
ー

十
二
冊

一
面
十
二
行
、

9
0
 

9
2
 

『
古
活
字
版
の
研
究
』
上
巻
、
五
三
四

子
時
寛
永
元
年
五
月
初
一
日

十
二
冊

(
i
―
二
）
」
と
記
す
。

落
陽
三
条
寺
町

道
意
」
と
記

9
9
 

9
1
 16 



谷
闘
督
」
の
印
記
が
あ
る
。
刊
記
の
類
は
な
い
。
印
記
の
状
態
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
刊
本
は
、
伝
来
を
異
に
す
る
二
種
の
本

上
下
裁
断
し
、

て
、
前
者
と
同
寸
法
と
し
た
第
六
冊
、
七
冊
、
九
冊
の
三
巻
で
あ
る
。
し
か
し
、
双
方
、
寛
永
中
刊
古
活
字
本
と
判
断
で
き
る
。

字
版
の
研
究
』
上
巻
、
五
四
八
頁
に
よ
れ
ば
、
同
種
活
字
印
本
に
は
寛
永
十
七
年
刊
左
大
将
六
百
番
歌
合
の
他
頗
る
多
い
と
い
い
、
こ
の

（
口
）
図
版
四
四
三
の
二
種
が
あ
る
と
も
い
う
が
、
少
な
く
と
も
巻
一
は
、
そ
の
ど
れ

太
平
記
（
寛
永
元
ー
一
六
二
四
ー
年
刊
古
活
字
版
）
縦
二
九
·
-
X
横
二
0
•
四

一
冊
、
各
巻
一
冊
の
計
四
十
一
冊
。
袋
綴
。
料
紙
は
猪
紙
。
各
冊
、
丁
数
は
略
す
、

時
寛
永
元
年
南
呂
下
旬

開
板
之
」
と
あ
る
。

太
平
記
（
古
活
字
版
）
縦
二
八
•
O
X
横
一
九
・
九

7
 

2
 片

仮
名
交
り
十
二
行
本
。
栗
皮
色
の
紙
表
紙
。
題
篠
な
し
。
剣
巻
と
目
録
よ
り
な
る
一
冊
、
各
冊
二
巻
の
四
ヤ
巻
二
十
冊
、
計
ニ
―
冊

よ
り
な
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
各
冊
、
丁
数
は
略
す
、
一
面
十
二
行
、
一
行
二
二
字
程
。
同
類
な
が
ら
二
種
の
取
合
せ
本
で
あ
る
。

一
種
は
四
周
双
辺
無
界
で
匡
郭
内
縦
ニ
―
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
八
セ
ン
チ
。
も
う
一
種
は
四
周
単
辺
無
界
で
匡
郭
内
縦
ニ
ニ
・
三
セ
ン

二
―
冊 「

春
翠
文
庫
」

9
4
 

9
3
 

一
面
十
一
行
、

一
行
二

0
字
程
。
平
仮
名
交
り
の
附

『
古
活
字
版
の
研
究
』
上
巻
五
四
二
頁
に
よ
れ
ば
、
振
仮
名
附
の
漠
字
を
混
用
す
る
こ
と

を
初
め
て
試
み
た
疫
長
十
四
年
刊
本
を
、
後
に
覆
刻
し
た
一
本
が
本
刊
本
で
、
活
字
の
様
式
が
若
千
趣
き
を
失
っ
た
他
は
、
版
型
等
の
全

く
相
似
し
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
、
太
平
記
は
、
国
文
学
揖
中
で
最
も
早
く
開
版
さ
れ
て
、
重
版
の
数
も
最
も
多
い
が
、
特
に
本
文
を
異

に
す
る
も
の
は
な
い
、
そ
し
て
平
仮
名
交
り
の
印
本
は
慶
安
三
年
の
活
字
印
本
を
合
せ
て
も
一
＿
一
種
に
過
ぎ
な
い
、
と
も
同
書
は
い
う
。

訓
漢
字
を
用
い
た
も
の
で
、
字
面
の
高
さ
ニ
―
―
-
•
四
セ
ン
チ
程
。

（
佐
藤
仁
之
助
）
の
朱
方
印
記
が
あ
る
。
刊
記
は
「
子

平
仮
名
交
り
附
訓
十
一
行
本
。
茶
色
地
の
紙
表
紙
。
中
央
に
「
太
平
記

（
？
四
十
）
」
と
白
紙
に
四
周
双
辺
の
題
策
を
貼
る
。
目
録

26 

四
一
冊

9
8
 

9
1
 

に
も
属
さ
な
い
異
植
字
版
と
認
め
ら
れ
る
。

版
に
は
異
植
字
版
も
存
し
（
イ
）
図
版
四
四
二
、

『
古
活

を
取
合
せ
て
揃
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
種
は
「
月
明
荘
」
等
の
印
の
あ
る
も
の
、

も
う
一
種
は
、

裏
打
ち
改
装
し

17 



首
が
欠
け
て
お
り
、
歌
の
変
容
も
認
め
ら
れ
る
。

チ
、
横
一
六
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
と
も
に
片
仮
名
交
り
十
二
行
本
。
前
者
は
慶
長
元
和
中
刊
と
考
え
ら
れ
、
後
者
（
巻
一
、
二
の
第
二

分
冊
、
巻
五
、
六
の
第
四
分
冊
）
は
『
古
活
字
版
の
研
究
』
下
巻
九
四
七
図
と
似
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
和
寛
永
中
刊
別
版
と
し
て
よ
か
ろ

証
」
字
を
二
重
円
が
か
こ
う
墨
印
が
後
者
二
、
四
冊
に
あ
る
。
刊
記
の
頬
は
な
い
。
前
者
十
九
冊
の
う
ち
に
は
「
本
主
相
原
徳
充

求
」
と
の
同
様
の
識
語
を
持
つ
冊
が
、

い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
版
の
推
定
と
は
別
に
、
後
者
の
方
が
比
較
的
に
刷
り
は
よ
い
よ
う
で
あ

る
。
太
平
記
に
お
い
て
「
慶
長
十
五
年
刊
本
よ
り
、
片
仮
名
本
に
の
み
初
め
て
剣
巻
が
附
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
同
前
書
は
い

う
。
な
お
、
六
分
冊
、
巻
九
の
二
八
、
二
九
丁
が
綴
じ
違
い
で
前
後
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

大
型
奈
良
絵
本
）
縦
二
八
・
九
X
横
二
三
・
八

紺
地
に
金
泥
砂
子
、
金
切
箔
を
散
ら
す
紙
表
紙
（
破
損
し
、
上
冊
の
み
、
そ
の
姿
を
残
す
）
に
後
補
の
桔
紙
（
上
冊
う
す
い
藍
緑
色
、

中
冊
極
う
す
い
桃
色
、
下
冊
極
う
す
い
黄
色
）
を
貼
付
し
た
表
紙
。
各
冊
中
央
に
「
住
吉
物
か
た
り
上
」

し
も
の
語
下
」
と
能
筆
の
打
付
け
書
き
。
袋
綴
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
、
絵
と
も
で
、
上
冊
ニ
―
―
―
丁
、
中
冊
二
二
丁
、
下
冊
二
四
丁
。

一
面
九
行
、

一
行
一
七
字
程
。
中
冊
、

一
面
九
行
同
上
と
、
十
行
二
二
字
程
。
下
冊
、

一
面
九
行
同
上
、
十
行
同
上
、
そ
し
て
十

一
行
二
三
字
程
で
あ
る
。
各
冊
は
一
筆
と
判
断
で
き
、
絵
の
入
る
部
分
等
が
先
に
決
定
し
て
い
て
、
以
後
に
筆
写
す
る
と
い
っ
た
方
法
の

無
理
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
数
ほ
上
冊
七
図
（
六
、
七
図
は
見
開
き
）
、
中
冊
六
図
、
下
冊
八
図
よ
り
な
る
。
画
一
的
な
絵
だ
が
保

存
は
比
較
的
よ
く
、
絵
画
の
剣
落
は
少
な
い
。
伝
本
は
、
基
本
的
に
広
本
系
と
略
本
系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
本
写
本
は
、
そ
の
う
ち

の
略
本
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
略
本
系
の
う
ち
吉
野
弘
隆
旧
蔵
本
（
国
会
図
書
館
蔵
）
に
近
い
も
の
で
、
和
歌
の
所
収
状
況
や
歌
詞

は
、
慶
長
元
和
頃
刊
の
古
活
字
十
行
本
（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
古
活
字
本
所
収
和
歌
の
三
、
四

上
冊
、

28
住
吉
物
語
（
江
戸
前
期
写

う゚

一方、

ほ
ぼ
前
記
古
活
字
本
に
よ
っ
て
い
て
下
冊
中
途
か
ら
他
の
伝
本
と
関
わ
る
と
の

見
方
も
あ
る
。
住
吉
物
語
は
、
平
安
時
代
諸
作
品
に
そ
の
名
を
記
さ
れ
て
い
る
継
子
虐
め
諏
の
代
表
的
な
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存

三
冊

「
す
み
よ
し
物
語
中
」

「
墨
よ

9
9
 

9
3
 18 



一
行
程
の
欠
脱
が
あ
る
ニ
ケ
所
は
、
目
移
り
等
、
書
写
段
階
で
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
箱
書
の
記
述
は
信
を
お
け
な
い

が
、
本
絵
巻
の
成
立
と
は
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
光
信
画
と
す
る
絵
巻
が
、
他
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
高
松
宮
本
絵
巻
（
館
蔵
紙
焼
写
真
本

に
よ
る
。
猶
『
中
世
文
学
ー
資
料
と
論
考
ー
』
昭
和
五
三
年
に
石
塚
一
雄
氏
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。
）
で
あ
り
、
別
筆
の
識
語
「
右
恨
寝

元
禄
元
年
初
冬
中
旬
法
眼
常
昭
＿
（
藤
原
の
印
）
」
が
あ
る
。

光
信
と
と
も
に
土
佐
三
筆
と
称
せ
ら
れ
る
土
佐
光
起
（
元
和
三
ー
一
六
一
七
ー
年
（
元
禄
四
ー
一
六
九
一

1
年）

あ
る
。
ま
た
『
高
松
宮
御
所
蔵
旧
有
栖
川
宮
御
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
』

常
昭
は
、

光
長
、

之
縮
一
巻
者
土
佐
刑
部
太
輔
光
信
真
筆
無
異
論
者
也
偲
加
愚
筆
證
薦
而
己

こ、t
 

あ
る
い
は
、
他
の
物
語
の
そ
の
様
相
を
総
合
化
し
、

う
た
た
ね
の
草
紙
（
室
町
末
期
写

昭
和
四
四
年
）
に
よ
れ
ぼ
、
飯
尾

19

で

す
る
も
の
は
、
中
批
以
降
の
改
作
改
変
の
後
、
室
町
物
語
化
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
改
作
改
変
の
激
動
は
、
諸
伝

本
の
複
雑
多
岐
な
あ
り
様
か
ら
も
知
ら
れ
、
本
写
本
の
如
き
に
お
い
て
も
、
伝
承
内
容
や
書
承
経
路
も
単
純
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
く
つ
か
の
層
に
分
解
（
貴
族
・
連
歌
師
と
和
歌
、
語
り
の
集
団
等
）
じ
て
考
え
た

室
町
時
代
物
語
。
茶
色
地
に
菊
・
宝
珠
、
等
を
織
り
出
し
た
金
襴
表
紙
。
料
紙
は
斐
楷
の
混
漉
き
（
鳥
の
子
）
。
間
二
合
で
裏
打
ち
が

さ
れ
て
い
て
、
改
装
に
か
か
り
、

一
部
分
に
剪
除
が
認
め
ら
れ
る
。
題
策
、
奥
書
の
類
は
な
い
。
絵
は
、
奈
良
絵
風
の
古
寂
な
も
の
で
四

図
あ
る
。
箱
書
に
「
夢
草
紙
（
「
う
た
た
ね
」
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
色
等
か
ら
判
断
し
後
付
と
思
わ
れ
る
）
詞
書
宗
祗
法
師

光
信
蜜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
二
に
翻
刻
さ
れ
た
神
宮
文
庫
本
『
う
た
た
ね
の
草
紙
』

「
う
た
4

ね
物
か
た
り
」
）
に
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
う
た
4

ね
室
町
末
期
絵
巻
一
軸
」
と
判
断
で
き
る
。
同
書
解
題
を
参
照
さ

れ
た
い
。
た
だ
し
、
改
装
に
か
か
る
時
の
剪
除
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
本
文
に
関
し
て
は
一
ヶ
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
絵
第
一
図
の
あ
と
、

大
成
本
五
四
一
頁
下
段
「
さ
や
か
に
：
・
…
」
か
ら
次
頁
上
段
―
二
行
目
「
…
…
か
く
ま
て
」
で
、
同
書
に
よ
る
二
七
行
程
に
あ
た
る
。
ま

29 方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
宮
内
庁
書
陵
部
編

奈
良
絵
巻
）
縦
一
五
・
―
―
-
X
全
長
六
七
一
―
-
•

一
巻

（
表
題

9
0
 

9
3
 



述
が
あ
る
。
他
日
の
記
述
に
「
小
絵
」

『夢

「
夢
語
小
絵
（
小
絵
詞
）
」
の
可
能
性

写
等
の
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
ろ
う
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。

元
連
筆
、
土
佐
光
信
画
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
元
連
（
永
享
三
ー
一
四
三
一
ー
年
!
明
応
元
ー
一
四
九
二
1
年
）
は
、
室
町

幕
府
奉
行
人
、
新
左
衛
門
尉
、
大
和
守
、

の
ち
に
宗
勝
と
号
し
た
人
で
和
歌
の
嗜
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
は
書
風
か
ら
も
室
町
中
期
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
絵
も
光
信
（
永
享
六
ー
一
四
三
四
ー
年
ー
大
永
五
ー
一
五
二
五
ー
年
）
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
土
佐
派
の
も
の

に
違
い
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
高
松
宮
絵
巻
も
絵
四
図
を
持
ち
、
本
絵
巻
と
同
位
置
に
配
さ
れ
、
場
面
絵
柄
も
改
変
は
さ
れ
る
も
の
の
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
。
館
蔵
フ
ィ
ル
ム
の
あ
る
神
宮
文
庫
本
、
三
手
今
井
本
は
、
本
文
の
あ
り
方
か
ら
判
断
し
、
高
松
宮
絵
巻
（
欠
脱
は
考
え
に

く
い
）
の
流
れ
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
流
と
な
る
高
松
宮
絵
巻
（
室
町
中
期
）
か
ら
何
ら
か
の
関
わ
り
を
受
け
、

奈
良
絵
風
に
絵
画
化
さ
れ
（
目
移
り
誤
写
等
、
少
し
雑
な
書
写
）
室
町
末
期
に
成
立
し
た
の
が
本
絵
巻
、
と
一
応
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

〔
無
名
物
語
ー
本
藩
秘
蔵
の
古
巻
軸
八
上
下
二
巻
＞
黎
定
家
證
書
云
「
飛
鳥
井
雅
親
卿
（
法

名
栄
雅
・
一
四
一
七
？
一
四
九

0
)
息
女
一
位
局
書
蜜
一
筆
」
〕
の
言
う
本
（
ボ
ス
ト
ソ
美
術
館
蔵
本
と
同
一
も
し
く
は
極
め
て
深
い
関

係
が
あ
る
）
、
続
群
書
類
従
の
底
本
と
さ
れ
る
国
会
図
書
館
本
、
『
国
華
』
七
八
六
、
七
八
七
（
昭
和
一
＝
二
年
）
に
楢
崎
宗
重
氏
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
白
描
絵
巻
（
絵
面
の
高
さ
ニ
―
-
•
六
セ
ソ
チ
＇
~
こ
の
絵
巻
は
、
現
在
、

る
由
で
あ
る
）
、

『
新
修
日
本
絵
巻
全
集
』
3
2
•在
外
篇
r
r

ワ
シ
ン
ト
ソ
・
フ
ー
リ
ア
美
術
館
に
蔵
さ
れ
て
い

（
昭
和
五
六
年
四
月
、
米
倉
迪
夫
氏
に
よ
る
論
あ
り
）
等
に
紹
介
さ
れ
る
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
白
描
絵
巻
二
巻
（
絵
面
の
高
さ
上
巻
ニ
―
-
•
五
、
下
巻
一
三
・
六
セ
ン
チ
ー
ー
フ
ー
リ
ア
美
術
館
蔵
本
と
は
例
え
ば
模

『
実
隆
公
記
』
文
明
六
ー
一
四
七
四
1
年
ト
一
月
五
日
の
条
に
「
雪
降
、
為
按
察
卿
番
代
参
内
、
夢
語
絵
小
詞
於
師
前
写
之
」
と
の
記

「
小
絵
詞
」
と
あ
る
の
を
参
酌
す
れ
ば
、
前
引
の
条
は
、

が
あ
る
。
本
絵
巻
も
「
小
絵
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
伝
本
も
全
て
小
絵
で
、
文
明
年
間
と
高
松
宮
絵
巻
成
立
と
の
年
代

も
近
か
ろ
う
か
ら
、
あ
る
い
は
『
夢
語
絵
』
を
も
っ
て
祖
名
と
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
散
侠
物
語
『
う
た
4
ね
物
語
』

伝
本
と
し
て
は
、
他
に
『
古
物
語
類
字
紗
』

20 



31 

（
と
も
に
風
華
和
歌
集
所
載
）
の
本
物
語
と
の
関
わ
り
は
想
定
で
き
そ
う
も
な
い
。
ま
た
時
代
は
下
る
も
の
の
「
仮
寝
の

絵
（
う
た
た
ね
の
え
）
」

（
高
松
宮
絵
巻
）
と
呼
ば
れ
た
事
実
、
冒
頭
「
う
た
た
ね
に
…
…
」
を
も
っ
て
題
名
と
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

こ
と
。
そ
れ
ら
か
ら
も
、
箱
書
「
夢
草
紙
」
を
「
ゆ
め
が
た
り
の
そ
う
し
」
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
慎
譲
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
な

お
、
本
物
語
ぱ
、
小
町
の
歌
に
よ
っ
て
起
筆
し
た
恋
物
語
で
あ
り
、
夢
に
み
た
人
を
恋
し
、
石
山
観
音
の
利
生
に
よ
っ
て
、
姫
君
の
人
水

（
浮
舟
の
模
倣
）
を
契
機
に
、

め
で
た
＜
夫
婦
と
な
り
、
末
栄
え
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

室
町
物
語
化
し
た
寺
社
縁
起
。
濃
い
藤
色
地
に
瑞
雲
、
菊
、
法
輪
の
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
本
文
料
紙
は
桔
紙
。
絵
几
図
（
本
来
ぱ
．

十
図
）
。
奥
書
に
「
奉
寄
附
大
日
本
国
周
防
国
吉
敷
郡
□

□

口
（
貼
紙
に
「
吉
敷
郡
秋
穂
郷
」
と
あ
る
）
今
八
幡
大
菩
涯
御
宝
殿
者
也
施
主

で
、
記
事
の
出
入
や
順
序
の
異
同
は
な
く
、
絵
の
位
置
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

―
二

0
0字
お
よ
び
図
一
）
を
欠
落
し
て
い
る
。
本
文
は
享
禄
四
(
-
五
三
一
）
年
絵
巻
（
横
山
重
編
『
神
道
物
語
集
＾
二
所
収
）
と
詞
類

ま
た
『
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
筒
明

H
録
"
[
の
諸
本
八
IJ

類
A
、
B
H
、
B
口
の
う
ち
、

B
H
に
属
す
る
本
文
で
あ
る
。
な
お
、
平
安
初
期
か
ら
中
憔
、
近
批
に
か
け
宇
佐
、
石
消
水
な
と
の
八
輻

信
仰
が
盛
行
す
る
に
と
も
な
い
、
八
幡
縁
起
や
詫
宜
記
が
多
く
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
他
の
神
社
縁
起
に
比
し
変
化
に
窟
む
こ
と
を
特

徴
と
す
る
。
本
絵
巻
は
そ
の
う
ち
室
町
物
語
化
し
た
も
の
の
―
つ
で
あ
る
。
内
容
は
八
幡
の
祭
神
応
神
天
面
点
の
母
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐

を
冒
頭
に
、
道
鏡
事
件
の
和
気
清
麿
の
宇
佐
参
詣
等
に
関
す
る
詫
宣
説
話
で
あ
り
、
中
世
風
の
奇
怪
な
物
話
性
に
富
む
も
の
て
あ
る
。

さ
ヽ
や
き
竹
（
江
戸
初
期
写

室
町
時
代
物
語
。
紺
地
に
金
銀
泥
で
雲
引
き
、
草
木
を
描
く
紙
表
紙
。
中
央
に
「
さ
4
や
き
竹
上
（
中
・
下
）
」
と
記
す
朱
題
姦
を
貼

る
。
袋
綴
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
、
絵
と
も
で
、
上
・
中
冊
二
三
丁
半
、
下
冊
二
十
一
二
丁
。
各
冊
一
面
ト
ニ
行
、

心
中
求
願
一
々
皆
令
満
足
故
也

奈
良
絵
横
本
）
縦
一
六
・
九

x
横
二
四
・

三
冊

子
時
文
正
元
年
丙
戌
十
二
月
二
日
施
主
敬
白
」
と
記
す
。
冒
頭
（
約
四
、

3
0
八
幡
宮
緑
起
（
文
正
元
ー
一
四
六
六
ー
年
奥
書
写
絵
巻
）
縦
二
七
•
五x
全
長
一
三
八
九
・

が
た
り
物
語
』

一
行
十
二
字
程
。
絵

五
十
字
）
お
よ
び
中
閻
（
約

一
巻

9931 
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9
9
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し
つ
か
（
江
戸
前
期
写

た
舞
の
褒
賞
と
し
て
唐
糸
を
許
し
て
も
ら
い
郷
里
へ
婦
る
、
と
い
う
も
の
。

32

か
ら
い
と
（
江
戸
前
期
写

im 二
冊

9
2
 

9
3
 

9914 

は
、
各
冊
六
図
入
る
。
伝
本
は
、
本
写
本
の
約
孔
分
の
一
ぐ
ら
い
の
簡
略
な
伝
本
と
、
本
文
の
細
部
に
は
語
句
の
出
入
異
同
が
相
当
に
多

い
も
の
の
本
写
本
の
系
統
の
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
、
高
野
辰
之
氏
旧
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
は
、

東
洋
大
学
図
書
館
本
、
北
野
天
満
宮
蔵
奈
良
絵
本
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
（
刊
本
と
ほ
ぼ
同
文
だ
が
巻
末
だ
け
が
異
な

る
）
、
宝
永
二
年
鱗
形
屋
刊
本
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
鞍
馬
僧
正
ヶ
谷
の
地
名
由
来
靡
で
あ
る
。
鞍
馬
天
狗
伝
説
に
お
け
る
僧

正
房
や
鞍
馬
天
狗
の
縁
由
を
説
い
た
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
。
破
戒
僧
の
失
策
、
仏
罰
と
申
し
子
の
出
世
を
対
照
さ
せ
た
話
で
、
さ
さ
や

き
竹
の
奇
想
と
長
櫃
の
中
の
牛
の
喜
測
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
作
品
。

大
型
奈
良
絵
本
）
縦
三

O
・
Ox
横
ニ
ニ
•
O

お
伽
草
子
二
三
冊
の
一
っ
。
紺
地
に
金
泥
で
草
木
を
描
く
紙
表
紙
。
中
央
に
「
か
ら
い
と
上
（
下
）
」
と
記
す
金
泥
で
草
木
の
入
る
朱

題
策
を
貼
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
鳥
の
子
、
こ
れ
に
も
金
泥
草
木
の
下
絵
が
入
る
。
墨
付
、
絵
と
も
で
上
冊
十
四
丁
、
下
冊
二
三
丁
。
各
冊

一
面
十
行
、

一
行
二

0
字
程
。
絵
は
、
各
冊
六
図
入
る
。
本
文
は
、
内
閣
文
庫
蔵
の
慶
長
末
頃
の
古
活
字
十
行
本
（
丹
緑
一
冊
本
）
と
よ

く
似
る
。
写
本
は
穂
久
瑠
文
庫
本
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
が
あ
る
。
他
に
刊
本
の
伝
来
は
、
古
活
字
版
か
ら
渋
川
版
ま
で
多
く
あ
る
。

本
写
本
は
内
閣
文
庫
本
以
下
の
江
戸
初
期
丹
緑
本
系
統
の
本
文
の
系
列
に
位
置
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
そ
の
転
写
本
と
み
て
よ
か
ろ

う
。
内
容
は
有
名
な
孝
子
澗
。
木
曽
義
仲
の
家
来
、
手
塚
太
郎
の
娘
、
唐
糸
の
前
は
頼
朝
に
仕
え
て
い
た
が
、
父
の
命
に
よ
り
、
主
君
の

敵
と
な
っ
た
頼
朝
を
刺
そ
う
と
し
て
失
敗
、
石
牢
に
幽
閉
さ
れ
る
。
唐
糸
の
子
万
寿
姫
ぱ
母
を
救
お
う
と
苦
心
の
末
、
頼
朝
の
前
で
舞
っ

大
型
奈
良
絵
本
）
縦
二
九
・
八
X

横
ニ
―
•
五

幸
若
舞
曲
を
読
み
物
と
し
た
も
の
。
紺
地
に
金
泥
で
草
木
を
描
く
紙
表
紙
。
中
央
に
「
し
つ
か
上
（
下
）
」
と
記
す
朱
題
策
を
貼
る
。

袋
綴
。
料
紙
は
烏
の
子
、
こ
れ
に
も
金
泥
草
木
の
下
絵
が
入
る
。
墨
付
、
絵
と
も
で
上
冊
二
三
丁
半
、
下
冊
二
四
丁
。
各
冊
一
面
十
行
、

22 



と
い
う
も
の
。
引
用
さ
れ
る
種
々
の
説
話
が
興
味
深
い
。

子
地
の
箱
状
の
株
に
入
っ
て
お
り
、
峡
左
肩
に
「
火
お
け
の
草
紙
寛
永
頃
奈
良
絵
本
二
冊
」
と
記
す
題
策
が
あ
る
。
記
載
の
と
う
り
寛

下
冊
三
図
入
る
。
上
冊
一
丁
表
に
「
鴻
山
文
庫
」

34 

奈
良
絵
横
本
）
縦
一
八
・
ニ

x
横
二
五
・
七

二
冊

一
行
一
九
字
程
。
絵
は
上
冊
七
図
（
う
ち
三
、
四
図
は
見
開
き
）
、
下
冊
七
図
（
う
ち
六
、
七
図
は
見
開
き
）
入
る
。

9
6
 

9
1
 

本
は
多
く
、
特
に
奈
良
絵
本
の
優
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
写
本
の
他
、
謡
い
本
の
写
本
八
種
お
よ
ぴ
版
本
、
奈
良
絵
本

（
天
理
図
書
館
本
、
国
会
図
書
館
奈
良
絵
抜
写
本
、
屏
風
貼
付
館
蔵
9917
本
等
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
謡
い
本
の
本
文
は
、
幸
若
系
と
大

頭
系
に
分
類
で
き
、
奈
良
絵
本
も
そ
の
区
分
と
無
関
係
で
は
な
い
。
天
理
本
は
幸
若
系
（
京
大
一
本
、
藤
井
氏
一
本
等
）
に
近
く
、

9917

本
は
大
頭
系
（
秋
月
郷
土
館
本
、
上
山
宗
久
本
等
）
に
近
い
。
ま
た
国
会
本
は
大
頭
系
で
あ
る
が
、

9917
本
と
は
別
系
と
み
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
本
写
本
は
大
頭
左
兵
術
本
の
系
統
で
あ
り
、
笹
野
堅
編
『
幸
若
舞
曲
集
』
所
収
の
も
の
に
略
一
致
す
る
。
版
本
に
は
、
少

な
く
と
も
十
行
古
活
字
本
（
東
洋
文
庫
ほ
か
）
、
同
覆
刻
絵
入
整
版
本
、
明
暦
四
年
刊
絵
入
二
冊
本
の
三
種
が
あ
る
。
内
容
は
よ
く
知
ら

れ
た
判
官
物
で
、
静
の
鎌
倉
下
り
、
出
生
し
た
男
子
を
殺
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
鶴
ヶ
岡
の
舞
楽
の
史
実
な
ど
を
本
に
潤
色
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
景
時
の
胎
内
探
り
の
部
分
な
ど
、
後
の
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ひ
お
け
の
さ
う
し
（
江
戸
初
期
写

室
町
時
代
物
語
。
紺
地
に
金
泥
で
杜
若
、
水
草
を
描
く
紙
表
紙
。
中
央
に
「
ひ
お
け
の
さ
う
し
上
（
下
）
」
と
記
す
金
泥
で
小
松
を
描

＜
朱
題
鋲
を
貼
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
上
冊
十
二
丁
、
下
冊
十
一
丁
。
各
冊
一
面
十
五
行
、
一
行
十
五
字
程
。
絵
は
上
冊
四
図
。

（
江
島
伊
兵
衛
）
の
印
記
が
あ
る
。
緑
地
に
、
金
、
朱
金
の
格
子
に
宝
尽
し
を
織
る
緞

永
頃
の
写
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
丹
緑
本
（
古
典
文
庫
『
未
刑
中
肱
小
説
』
三
に
翻
刻
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
伺
種
の
写
本
が
米
沢
市
立

図
書
館
（
上
の
み
）
、
東
大
国
文
研
究
室
（
高
野
辰
之
旧
蔵
本
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
妬
婦
靡
の
一
種
で
あ
る
。
必
羽
の
愛
玩
す

る
火
桶
を
、
謳
が
ね
た
み
留
守
中
に
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
帰
っ
て
き
た
翁
が
種
々
の
教
訓
輝
を
語
り
、
嬬
を
い
ま
し
め
る

「
し
づ
か
」
の
伝
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一
面
十
行
、

大
型
奈
良
絵
本
）
縦
二
九
•
O
X
横
二
三
・
七

室
町
時
代
物
語
。
紺
地
に
金
箔
散
ら
し
霰
引
き
に
上
冊
は
梅
、
中
冊
松
に
帆
、
下
冊
秋
草
を
金
泥
で
描
く
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
ほ
う
み

や
う
童
子
上
（
下
）
」
と
記
す
青
色
に
上
冊
秋
草
、
中
冊
は
欠
く
、
下
冊
松
を
描
く
題
策
を
貼
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
鳥
の
子
、
こ
れ
に
も

金
泥
草
木
の
下
絵
が
入
る
。
墨
付
、
絵
と
も
で
上
冊
一
七
丁
、
中
冊
ニ
―
丁
、
下
冊
二

0
丁
。
各
冊
一
面
十
一
行
、

は
上
冊
七
図
（
う
ち
一
、
二
図
は
見
開
き
）
、
中
冊
八
図
、
下
冊
六
図
入
る
。
箱
書
に
は
、

宝
文
館
出
版
発
行
）
に
、
「
法
明
童
子

「
壼
入
法
明
童
子

庫
蔵
奈
良
絵
本
（
上
冊
の
み
）
に
近
い
が
、
や
や
誤
字
が
目
に
つ
く
の
が
関
本
で
あ
る
。
他
に
、

一
行
一
八
字
程
。
絵

三
冊
之
内

本
に
比
し
、
増
益
が
大
で
あ
る
。
ま
た
天
理
図
書
館
蔵
「
い
け
に
え
物
語
」
（
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
二
に
翻
刻
）
、

（
山
田
忠
雄

が
大
田
栄
太
郎
・
山
田
忠
雄
、
両
氏
の
連
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
本
写
本
、
関
本
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
文
は
、
長
氏

お
よ
び
岩
瀬
文

よ
り
文
飾
の
多
く
な
る
版
本
が
五
種

と
、
別
系
に
属
す
る
古
浄
瑠
璃
の
正
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
念
仏
功
徳
輝
。
天
竺
ち
ゅ
う
ろ
く
に
住
む
法
明
童
子
は
貧
し
い
母

を
救
う
た
め
進
ん
で
人
買
い
に
身
を
売
る
。
そ
し
て
梱
毘
梨
長
者
の
一
子
の
身
代
り
と
し
て
大
蛇
の
生
贄
に
立
つ
。
し
か
し
、
唱
え
た
念

仏
の
功
徳
で
救
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
親
王
の
位
に
昇
り
、
母
と
再
会
。
後
は
大
王
と
な
り
、
末
は
極
楽
往
生
と
の
物
語
で
あ
る
。

十
六
夜
日
記
（
阿
仏
尼
作
）
の
別
題
の
伝
本
。
浅
黄
地
に
、
菊
・
牡
丹
・
龍
を
織
る
金
襴
表
紙
。
左
肩
に
「
十
六
夜
物
語
上
（
下
）
」

と
記
す
金
泥
引
き
の
題
彼
を
貼
る
。
列
帖
装
。
料
紙
は
烏
の
子
、

ま
ま
金
泥
で
竹
を
描
く
下
絵
が
入
る
。
上
冊
ニ
―
―
一
丁
、
下
冊
二
六
丁
。

一
行
二
十
字
程
。
淡
い
彩
色
の
さ
れ
た
奈
良
絵
風
の
絵
が
上
冊
五
図
、
下
冊
四
図
入
る
。
小
川
寿
一
氏
が
昭
和
十
四
年
に
記

さ
れ
た
解
説
が
下
冊
末
尾
に
あ
る
。
そ
れ
が
指
摘
す
る
如
く
、
本
文
は
万
治
二
年
刊
本
に
近
く
、
字
体
の
一
致
す
る
部
分
も
多
い
が
、
図

3
6
十
六
夜
物
語
（
江
戸
初
期
写
淡
彩
絵
入
本
）
縦
ニ
―
―
-
•
四

x
横
一
七
．
0

二
冊

9

1

 

9

2

 

編

昭
和
一
＿
一
八
年

富
山
縣
長
氏
蔵
本
」
の
本
文
影
印
井
翻
字
附
関
与
三
兵
衛
所
持
本
覆
刻
、

衛
」
と
表
に
、
裏
に
は
「
龍
集
明
治
甲
戌
之
辰
闘
興
三
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
山
田
孝
雄
追
憶
史
学
語
学
論
集
』

胴
典
三
兵

35
ほ
う
み
や
う
童
子
（
江
戸
初
期
写

三
冊

9

5

4

 

9

1

2

 



38 

幸
若
小
兵
術
」
の
震
母
引
き
布
目
地
の
白
紙
題
箔
を
貼
る
。

（
小
川
氏
に
よ
れ
ば
寛
永
正
保
頃
の
風
俗
か
と
い
う
。
）
万
治
版
本
に
あ
る
四
図
は
い
ず
れ
も
類
似

の
構
図
で
、
本
写
本
に
も
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
ら
は
元
来
、
現
位
置
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
小
川
氏
が
下
冊
の
脱
葉
を
万
治
版
本
に
よ

っ
て
補
写
さ
れ
た
時
に
、
元
来
の
挿
図
を
予
定
し
て
白
紙
と
し
て
あ
っ
た
面
に
貼
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
野
氏
旧
蔵
。

大
蔵
九
郎
囃
子
伝
書
（
天
正
一
三
ー
一
五
八
五
ー
年
写
）
縦
一
七
・
六x
全
長
四
五
七
•
六

鼓
の
秘
伝
書
。
金
茶
地
に
牡
丹
唐
草
模
様
の
入
る
緞
子
表
紙
。
題
簸
、
内
題
の
類
な
し
。
奥
書
に
「
観
世
小
次
郎
権
守

大
蔵
九
郎
殿

此
一
札
大
蔵
九
郎
ョ
リ
六
拾
一
ヶ
条
相
縛
仕
也
少
も
不
相
残
書
写
進
候
其
後
高
安
与
兵
衛
門
尉
法
名
道
善
迄

暮
松
因
幡
守

永
禄
拾
年
霜
月
吉
日

さ
れ
て
い
る
。
六
拾
一
ヶ
粂
と
あ
る
が
、
実
は
四
拾
九
ヶ
条
と
半
分
ほ
ど
で
あ
り
、
首
部
を
欠
い
て
い
る
。
小
次
郎
権
守
は
、
観
世
音
阿

弥
元
重
の
第
七
子
信
光
で
あ
り
、
大
鼓
の
妙
手
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
演
能
に
も
す
ぐ
れ
、
四
枇
観
世
大
夫
で
あ
っ
た
長
兄
政
盛
の
死

去
後
、
そ
の
幼
子
之
重
が
五
批
を
継
い
だ
の
を
輔
佐
し
た
人
で
あ
っ
た
。
道
善
は
、
そ
の
流
れ
を
く
む
大
鼓
の
名
手
で
あ
る
。
本
書
は
道

善
へ
と
同
様
に
暮
松
因
幡
守
（
越
智
通
春
と
同
一
人
物
）
へ
の
九
郎
か
ら
の
相
伝
を
永
禄
十
(
-
五
六
七
）
年
に
記
し
た
も
の
を
、
天
正

十
三
年
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
伝
流
か
ら
も
推
さ
れ
る
如
く
、
本
書
は
「
鼓
」
の
伝
書
で
、

郎
鼓
秘
伝
書
』
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
内
容
を
持
つ
伝
本
が
知
ら
れ
る
。
「
初
期
囃
子
方
に
関
す
る
二
三
の
資
料
ー
・

（
『
中
批
日
本
文
学
の
書
誌
学
的
研
究
』
堀
部
正
ニ
・
昭
和
二
三
年
）
に
翻
刻

さ
れ
た
陽
明
文
庫
本
、
ま
た
「
由
良
家
囃
子
伝
書
」
の
「
鼓
之
書
物
事
」

の
、
そ
れ
に
般
若
窟
文
庫
の
二
種
が
そ
れ
で
あ
る
。

幸
若
舞
歌
謡
集
（
寛
永
十
九
ー
ニ
ハ
四
ニ
ー
年
写
）
縦
二
四
・
九X
横
一
八
•
O

紺
地
に
金
泥
で
天
地
打
霞
、
秋
草
模
様
を
描
く
紙
表
紙
。
中
央
に
「
舞

観
批
小
次
郎
権
守
相
伝
秘
醤
と
音
曲
雑
説
聞
書
な
ど
ー
」

1
9
 

8
2
 

（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
）
に
翻
刻
さ
れ
た
も

『
明
応
元
年
観
世
小
次

定
又
所
持
候
へ
共
同
前
候
間
如
件

越
智
通
春
天
正
十
三
年
六
月
廿
六
日

月
日
在
判

37 九
面
を
有
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

一
巻

明
應
元
年
ニ

重
写
之
早
」
と
記

9
8
 

9
2
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40 版
に
達
す
る
と
い
う
。

字
。
字
面
の
高
さ
、
こ
こ
‘
八
セ
ン
チ
程
。

39 

「
松
の
枝
」

墨
付
四
五
丁
、
本
文
一
面
八
行
、
題
目
部
分
一
面
十
二
行
。
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
月
明
荘
、
等
の
印
記
が
あ
る
。
奥
書
に
「
挑
井
末

孫
幸
若
小
兵
衛
普
寛
永
十
九
臼
歳
南
呂
中
旬
正
信
（
花
押
）
」
と
あ
る

C

し
ま
と
ま
さ
み
の
嶋
を
：
・
・
・
・
ま
で
を
記
す
。
内
容
は
、

の
内
、
「
満
仲
」
（
九

i
十
一
）
の
内
、
等
々
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
小
舞
集
で
あ
る
。
本
文
（
歌
詞
）
に
「
節
、
色
詞
、
さ
し
、

等
と
記
さ
れ
て
お
り
、
音
曲
、
胡
麻
節
が
施
さ
れ
、
庵
点
、
句
読
点
も
付
さ
れ
て
い
る
。
正
信
は
、
幸
若
如
滴
の
子
で
、
幼
名
を
小
次
郎

と
い
い
、
幸
若
小
八
郎
安
信
の
脇
を
つ
と
め
た
人
。
後
に
紀
伊
の
徳
川
頼
宣
に
仕
え
、
慶
安
ニ
ー
一
六
四
九
ー
年
五
月
、
七
十
歳
で
没
し

つ
れ
つ
れ
草
（
古
活
字
版
）
縦
二
八
•
-
X
横
ニ
―
.
o

八
巻
一
冊

柿
渋
色
地
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
つ
れ
／
＼
草
上
（
下
）
」
と
打
付
け
襟
き
。
袋
綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
丁
数
は
略
す
、

徒
然
卿
」
と
朱
書
。
同
裏
見
返
し
に
「
世
間
流
布
本
誤
訛
数
多
有
之
今
正
文
字
倭
点
重
令
於
新
刊
者
也

9
3
 

9
2
 

か
4

る」

一
面
十
行
十
八

「
鈴
木
」
等
の
印
記
が
各
冊
一
丁
表
に
あ
る
。
刊
記
の
類
は
な
い
。
下
冊
見
返
し
に
「
鉄
鎚

子
明
治
三
年
庚
午
仲
冬

字
加
注
者
也
」
の
旧
蔵
者
の
も
の
と
思
し
い
識
語
が
あ
る
。
な
お
、
本
書
は
『
古
活
字
版
の
研
究
』
上
巻
五
二
五
頁
の
い
う
「
四
慶
長
中

刊
十
行
本
」
で
あ
る
。
同
盟
は
つ
づ
け
て
「
保
元
、
平
治
、
平
家
物
語
等
同
種
活
字
印
本
多
し
。
両
版
の
前
後
は
、
磨
減
度
、
誤
植
増
加

等
の
精
査
に
擦
り
て
い
回
の
順
な
る
こ
と
知
ら
る
。
」
と
記
す
。
本
版
本
は
比
較
的
磨
滅
の
少
な
い
刷
り
と
思
わ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な

＜
徒
然
草
は
、
伊
勢
物
語
等
と
と
も
に
近
世
初
期
に
、
最
も
数
多
く
聞
版
さ
れ
た
国
文
学
書
の
一
つ
で
あ
り
、
前
記
著
者
に
よ
れ
ば
十
四

好
色
―
代
男
（
天
和
ニ
ー
一
六
八
ニ
ー
年
刊
）
縦
二
四
・
三X
横
八
•
三
i

四

り
、
笹
野
氏
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
冊

E
昔

t
1
吾
＂

9
3
 

9
3
 

た
。
な
お
、
本
写
本
は
『
幸
若
舞
曲
集
序
説
』
笹
野
堅
著
に
、
第
三
章
幸
若
歌
謡
の
正
本
第
七
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

「
大
し
ょ
く
は
ん
」

（二

i
六
）
の
内
、

「
常
葉
問
答
」
（
七
、
八
）

一
、
常
槃
な
る
松
の
え
た
に
は
…
…
か
ら
五
五
、

の
ろ
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た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
如
き
体
裁
は
『
名
所
方
角
紗
』

月

吉
田
四
郎
右
術
門
丸
屋
源
兵
術

水
色
地
に
、
紋
様
菊
に
唐
草
の
押
し
型
を
す
る
紙
表
紙
。
左
肩
に
、
剥
落
し
た
題
綬
の
痕
跡
が
あ
る
。
目
録
題
「
好
色
―
代
男
巻
一

八
）
目
録
」
。
内
題
な
し
。
柱
刻
「
男
一

(
!
八
）
（
丁
数
）
」
。
袋
綴
。
料
紙
は
椿
紙
。
大
本
八
巻
を
一
冊
に
合
綴
。
巻
七
ま
で
各
二
十
二

丁
、
う
ち
目
録
各
半
丁
、
巻
八
は
十
八
丁
。
本
文
十
一
行
、
跛
七
行
。
匡
廓
四
周
単
辺
。
本
文
版
下
、
水
田
西
吟
筆
、
挿
画
は
西
鶴
。
落

月
庵
西
吟
の
跛
。
挿
画
は
巻
一
か
ら
巻
七
ま
で
各
七
面
、
巻
八
、
五
面
。
刊
記
は
「
天
和
二
戌
年
陽
月
中
旬

衛
可
心
板
」
と
あ
る
。
保
存
は
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
荒
砥
屋
版
中
、
摺
の
も
っ
と
も
早
い
も
の
で
、
他
に
類
例
を
み
な
い
う
ぶ
さ
（
中

村
幸
彦
博
士
は
「
試
め
し
刷
」
「
校
正
刷
」
と
い
わ
れ
る
）
を
持
つ
本
で
あ
る
。
『
国
文
学
研
究
資
料
館
報
』
第
四
号
（
昭
和
五
十
年
三

月
）
に
紹
介
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
「
現
存
の
『
好
色
―
代
男
』
の
中
で
、
妓
善
本
の
一
っ
」
と
も
、
「
大
げ
さ
に
い
え
ば
、

昨
日
刷
っ
た
ま
ま
の
美
し
さ
を
今
日
な
お
保
っ
て
い
る
。
そ
の
点
奇
蹟
的
と
い
っ
て
よ
い
。
」
と
も
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

名
所
都
鳥
（
元
禄
三
ー
一
六
九

0
ー
年
刊
）
縦
ニ
ニ
・
ニ

x
横
一
七
・
三

地
誌
、
和
歌
。
紺
地
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
名
所
都
鳥
第
一

椿
紙
。
丁
数
等
は
略
す
。
但
し
、
各
冊
に
丁
付
け
が
あ
り
、
題
簸
巻
四
は
、
マ
~
二
五
丁
、
同
四
上
は
三
〇
！
六
一
丁
、
同
四
下
は
二
六
！

四
九
丁
、
同
五
は
一
ー
ニ
九
丁
で
あ
る
。
印
記
は
霞
亭
珍
賞
、
青
裕
書
屋
の
朱
方
印
、
小
汀
氏
蔵
書
の
長
方
朱
印
の
他
二
つ
あ
り
、
渡
辺

霞
亭
、
大
島
雅
太
郎
、
小
汀
利
得
の
著
名
士
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
刊
記
は
、
八
冊
（
巻
六
）
末
に
「
元
禄
第
三
庚
午
歳
春
二
月
穀

き
、
山
城
一
国
の
名
所
を
「
山
之
部
」

41 

洛
陽
書
林

（
！
六
）
」
と
後
に
付
さ
れ
た
手
書
き
の
題
策
が
あ
る
。
袋
綴
。
料
紙
は

田
原
嘉
兵
術
」
と
あ
る
。
本
来
、
巻
一
、
巻
二
、
巻
三
、
巻
四
上
、
巻
四
下
、
巻

五
上
、
巻
五
下
、
巻
六
の
八
冊
で
あ
る
が
、
本
刊
本
は
、
後
付
さ
れ
た
題
策
に
混
乱
し
ざ
王
じ
て
い
る
。
混
乱
部
分
は
、
巻
四
と
あ
る
の
は

実
は
巻
四
上
、
巻
四
上
が
巻
五
下
、
巻
四
下
は
正
し
く
、
巻
五
が
巻
五
上
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
る
。
な
お
本
蓋
は
、
序
、
跛
の
類
を
全
て
欠

「
川
之
部
」
等
四
十
一
部
類
に
分
ち
、
各
部
頬
ご
と
に
郡
別
の
順
序
に
解
説
を
加
え
証
歌
を
付
し

『
付
合
小
鏡
』
等
の
一
部
を
拡
充
し
詳
細
化
し
た
の
観
が
あ
る
が
、
作
歌
の
参
考

六
巻
八
冊

9
4
 

9
2
 

大
坂
思
案
橋
荒
砥
屋
孫
兵 (

l
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田
中
裕
芳
樹
」
中
冊
同
に
「
文
正
十
三
年
正
月
四
日
以
山
田
本
校
正
畢

は
略
す
。
刊
記
「
慶
安
五
年
孟
秋
吉
祥
日
土
御
門
通
寺
町
西
入
町
板
木
屋
谷
岡
七
左
衛
門
開
板
之
」
と
あ
る
本
に
、
朱
に
よ
っ
て

三
冊

1
7
 

8
1
 

43 

『
名
所
部
類
四
季
景
物
抄
』
等
の
類
書
に
先
行
す
る
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。

人
倫
重
宝
記
（
元
禄
九
ー
一
六
九
六
ー
年
刊
）
縦
ニ
―

.
-
X
横
一
七
・
三

と
同
筆
に
な
る
後
付
の
題
策
を
付
す
。
上
冊
は
巻
一
！
巻
三
、
下
冊
は
巻
四
、

五
巻
二
冊

重
宝
記
。
式
亭
三
馬
の
旧
蔵
識
語
本
。
茶
色
地
に
、
雲
引
き
の
空
押
し
の
あ
る
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
人
倫
重
賽
記
乾
（
坤
）
」
と
識
語

五
よ
り
な
る
。
袋
綴
。
料
紙
は
楷
紙
。
）
「
式
亭
」
、
「
＿
―
-
馬
」

の
印
記
が
あ
る
。
刊
記
は
「
元
禄
九
年
乙
子
初
春
吉
祥
日

冊
見
返
し
に
「
文
化
九
年
某
月
某
日
魯
林
萬
笈
堂
英
平
吉
主
よ
り
方
銀
一
片
を
も
て
あ
か
な
い
得
た
り
し
を
お
な
し
く
十
年
発
酉
霜
月
下

浣
表
装
合
巻
し
て
家
蔵
と
す

式
亭
（
式
亭
の
朱
印
）
」
と
あ
り
、
下
冊
裏
見
返
し
に
も
「
元
禄
九
年
よ
り
今
文
化
十
年
に
至
り
て
百
十

八
年
に
及
ふ
此
書
益
な
き
冊
子
な
れ
と
も
故
を
湿
る
に
よ
し
あ
り
（
三
馬
の
朱
印
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
期
あ
た
り
の
考
現
学
的
な

著
作
で
あ
る
、
重
宝
記
（
日
常
生
活
百
科
辞
典
的
な
も
の
）
の
―
つ
で
あ
り
、

42 

禁
秘
抄
（
慶
安
五
ー
一
六
五
二

1
年
刊
に
文
政
十
二
、
三
ー
一
八
二
九
、
三

0
1年
の
近
藤
芳
樹
の
詳
細
書
入
本
）
縦
二
六
・
ニ
X

横
一
七
・
ニ

順
徳
天
皇
の
手
に
な
る
有
職
故
実
粛
。
黒
地
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
禁
秘
抄
上
（
中
、
下
）
」
の
白
紙
題
策
が
あ
る
。
各
冊
、
丁
数
等

十
二
年
十
二
月
舟
日
以
山
田
本
校
正
之
詑

「
三
長
記
、
体
源
抄
、
禁
腋
秘
抄
」
等
、
古
記
録
、
故
実
書
を
引
く
他
「
案
：
・

の
本
文
校
訂
そ
の
他
全
体
に
細
字
に
よ
る
注
が
入
る
。

・
:
」
の
如
く
私
案
を
も
加
え
て
い
る
。
墨
細
書
の
他
、
朱
も
あ
り
頭
注
傍
注
の
他
、
付
箋
も
多
い
。
奥
書
は
、
上
冊
裏
見
返
し
に
「
文
正

田
中
裕
芳
樹
」
と

あ
る
。
下
冊
に
は
校
合
に
用
い
ら
れ
た
諸
本
の
奥
書
が
写
さ
れ
て
い
る
。
版
本
の
も
の
「
文
明
九
年
：
…
・
中
略
…
…
特
進
通
秀
、
文
明
十

一
…
…
中
略
：
・
：
・
従
一
位
政
嗣
、
文
亀
二
年
参
議
右
大
弁
宜
秀
、
…
…
中
略
…
…
壺
安
（
花
押
）
」
と
続
き
、
下
巻
裏
見
返
し
に
貼
紙
で

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
流
れ
の
上
に
あ
る
作
で
あ
る
。

雷
林

大
坂
久
保
田
晶
兵
衛

京
中
野
品
三
郎
刊
」
と
あ
る
。
識
語
が
、
上

に
資
す
る
証
歌
を
示
す
あ
た
り
か
ら
み
れ
ば
、

9
7
 

9
3
 28 



簸

北

山

抄

料
紙
は
薄
漉
き
の
楷
紙
。
各
冊
の
墨
付
、

44
北
山
抄
（
江
戸
前
期
写
）
縦
二
七
．

l
x
横
一
九
・
九

知
ら
れ
て
い
る
。

「
…
…
略
…
…
藤
以
文
在
判

以
緋
文
義
之
難
明
云
爾

刊
本
の
も
の
、

田
中
芳
樹
（
花
押
）

「
巻
十

文
政
十
三
年
正
月
十
二
日
校
合
之
功
畢
魯
魚
之
訛
訂
之
於
山
田
本
一
字
以
私
意
不
加
之
且
考
證
於
古
届
而

を
記
す
本
書
は
、
賢
所
、
清
涼
、
紫
哀
殿
の
あ
り
さ
ま
、
恒
例
臨
時
の
行
事
と
つ
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
奥
書
は
、
慶
安
五
年

『
皇
室
御
撰
之
研
究
』
の
い
う
写
本
の
も
の
、
壺
安
（
壺
井
安
左
衛
門
義
知
）
、
そ
し
て
山
田
以
文
の
も
の
で
あ
り
、

後
、
天
保
十
五
年
に
は
群
書
類
従
本
を
も
校
合
し
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
近
藤
芳
樹
（
享
和
元
ー
一
八

0
1
-年
i
明
治
二
二
年
）

は
周
防
国
岩
淵
の
生
、
初
め
田
中
源
吾
と
称
し
、
国
学
を
本
居
大
平
に
、
有
職
等
を
山
田
以
文
に
学
ん
だ
。

藤
原
公
任
の
手
に
な
る
有
職
故
実
書
。
紺
青
色
地
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
「
北
山
抄
巻
第
一

（
！
六
）
」
と
記
す
題
策
が
あ
る
。
袋
綴
。

一
冊
は
八
一
丁
、
二
冊
は
七
二
丁
、
三
冊
二
七
丁
、
四
冊
五
三
丁
、
五
冊
五
七
丁
、
六
冊
五
八

丁
で
あ
る
。
各
冊
一
面
八
行
、
各
冊
一
丁
表
に
「
安
藤
北
斐
」
の
円
朱
印
記
が
あ
る
。
箱
書
に
「
今
井
似
閑
自
筆

今
本
六
冊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
写
は
、
似
閑
の
自
筆
本
に
、
そ
の
師
で
あ
る
契
沖
が
朱
で
校
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
本
写
本
は
、
本
来
十
巻
の
う
ち
、
巻
一
、
二
、
五
、
七
、
八
、
十
と
「
勘
出
事
」
以
下
の
巻
所
属
未
勘
部
分
か
ら
な
る
残
欠
本
で
あ

り
『
故
実
叢
書
』
所
収
本
に
比
し
、
そ
の
裏
書
等
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
朱
に
よ
る
校
正
の
他
、
ま
ま
墨
細
字
に
よ
る
頭
注
、
割
注
も
多

い
。
各
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
（
巻
一
、
年
中
要
抄
上
）
二
冊
（
巻
一
、
年
中
要
抄
下
）
三
冊
（
巻
八
、
大
将
要
抄
）
四
冊
（
未
勘
部
分
、

巻
十
、
吏
途
指
南
）
五
冊
（
題
策
に
五
、
六
と
あ
る
が
内
容
は
巻
五
の
み
）
六
冊
（
巻
七
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
年
中
行
事
、
及

び
臨
時
の
朝
儀
を
記
し
、
太
政
官
で
の
政
務
、
近
衛
大
将
中
将
等
の
作
法
、
国
司
に
関
す
る
こ
と
等
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
伝

本
は
、
和
田
英
松
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
（
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
に
そ
の
稿
再
録
）
史
料
綱
纂
所
蔵
、
三
条
家
本
の
、

六
冊

契
沖
阿
闇
利
校
正
自

9
9
5
 

『
源
語
奥
旨
』
等
の
著
作
が

天
保
十
五
年
正
月
九
日
以
塙
本
校
之
芳
樹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
禁
中
の
故
実
作
法

29 



市
左
衛
門
宛
賀
茂
真
淵
書
簡
。

46 ら
れ
る
。

軸

は
問
題
に
な
る
ま
い
が
、
似
閑
、
契
沖
の
自
筆
で
あ
り
、
そ
の
師
弟
の
関
わ
り
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

書
置
之
事
（
自
筆

写
）
縦
二
四
・
八
x

全
長
二
三
八
•
三

9
6
 

9
2
 

吏
途
指
南
」
部
分
の
公
任
自
筆
稿
本
や
、
前
田
家
本
の
古
写
十
二
巻
本
、
永
正
古
写
五
冊
本
、
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
伝
本
的
に

今
井
似
閑
の
遣
言
状
。
焦
茶
地
に
、
唐
草
を
織
り
出
し
た
金
襴
表
紙
。
本
文
料
紙
は
堵
紙
。
巻
首
に
「
書
置
之
事
」
と
墨
書
。
享
保
六

年
の
九
月
八
日
の
日
付
け
が
あ
る
。
二
四
・
八

x
二
三
八
・
三
の
も
の
を
表
装
し
、
二
四
・
八

x
二
九
ニ
・
一
の
一
巻
と
し
た
も
の
。
今

井
似
閑
（
明
暦
三
ー
ニ
ハ
五
七
ー
年
し
享
保
八
ー
一
七
二
三
1
年
）
は
、
近
世
初
期
の
契
沖
門
下
の
国
学
者
で
、
和
漠
典
籍
の
蒐
書
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
巻
は
、
死
去
の
二
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
似
閑
六
十
五
歳
の
時
の
手
で
あ
る
。
宛
名
は
善
四
郎
•
お

俊
•
太
郎
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
単
な
る
遺
産
分
配
に
関
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
彼
等
の
身
の
取
置
、
等
の
些
事
に
到
る
ま

で
詳
細
に
指
示
し
て
い
る
。
長
兄
・
次
兄
の
頃
か
ら
傾
き
か
け
た
家
運
を
壮
年
期
の
精
励
に
よ
っ
て
挽
回
し
た
似
閑
の
大
黒
屋
（
京
都
代

々
の
両
替
商
）
系
家
長
・
族
長
と
し
て
の
一
面
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
書
置
は
、
近
世
初
中
期
の
町
人
家
訓
書
の
系
列
に
属
し
、
細
部
ま

で
配
慮
の
と
ど
い
た
記
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蔵
書
等
に
関
す
る
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
み
え
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
書
置
の
日
付
け
九
月

八
日
に
先
立
つ
七
月
二
十
日
に
、
三
手
文
庫
を
賀
茂
社
に
奉
納
し
て
い
る
事
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
命
終
の
近
き
を
覚
悟

し
、
文
事
、
俗
事
に
き
ま
り
を
つ
け
た
死
支
度
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。
似
閑
の
蒐
書
は
、
現
在
、
京
都
上
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
、
山
口

県
立
図
書
館
の
二
つ
に
、

ほ
ぼ
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
平
均
的
に
良
質
な
も
の
が
多
く
、
そ
の
学
者
の
眼
力
を
偲
ば
せ
る
。
ま
た
校
本
の
多

い
事
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
口
に
蒐
書
の
半
ば
が
あ
る
の
は
、
大
黒
屋
が
長
州
藩
出
入
の
御
用
達
で
あ
．
っ
た
た
め
と
考
え

賀
茂
真
淵
書
簡
（
自
筆

45 

写
）
縦
一
七
・
八

x
全
長
五

O・

―――
 

一
七
・
三
X

五
0
•
三
の
楷
紙
を
黄
色
地
の
紙
に
貼
り
表
装
し
、
七
七
・
ニ
x

六
六
•
一
の
一
軸
と
し

一
巻

9
7
 

9
2
 30 



47 た
も
の
。
賀
茂
真
淵
（
元
禄
十
ー
一
六
九
七
ー
年

i
明
和
六
ー
一
七
六
九
ー
年
）
か
ら
真
淵
の
実
子
で
、
浜
松
宿
の
脇
本
陣
梅
谷
家
を
継

い
だ
市
左
衛
門
真
滋
に
あ
て
た
書
簡
で
あ
る
。
年
代
未
詳
。
親
族
の
安
否
や
自
分
の
健
康
の
こ
と
を
記
し
、
歳
暮
の
心
配
り
な
ど
を
こ
ま

ご
ま
と
書
き
、
肉
親
へ
の
こ
ま
や
か
な
情
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
真
淵
の
私
生
活
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
中
の
「
小
次
郎
様
」

「
御
用
甚
重
り
」
と
い
う
の
も
田
安
家
御
用
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宝
暦
十
三
年
正
月
十
七
日
付
書
簡
と
内
容
が

似
て
い
る
。
内
容
か
ら
、
田
安
家
出
仕
間
も
な
い
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
釈
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

尚
々
五
社
へ
祝
儀
之
書
状
遣
候
。
治
兵
衛
へ
印
状
も
遣
候
。

だ
よ
り
無
之
弥
如
此
に
候
ま
4
御
身
遣
候
。
囃
々
当
暮
心
遣
察
入
き
の
ど
く
に
候
へ
ど
も
無
是
非
候
。
以
上
。

当
月
十
一
日
出
之
御
状
相
届
弥
御
無
事
厳
寒
被
凌
力
千
代
も
致
成
長
候
由
大
慶
に
候
。
お
磯
正
月
臨
月
之
由
候
。
其
間
折
節
悪
候
由
。

寂
前
も
懐
胎
之
間
時
患
被
申
候
由
覚
申
候
。
左
候
は
ゞ
却
而
安
産
と
存
候
。
足
袋
二
足
御
越
候
。
よ
く
御
礼
頼
入
候
。
我
等
も
秋
中
痰

気
に
は
候
へ
ど
も
惣
鉢
は
随
分
達
者
に
て
顔
色
等
当
年
は
い
か
ふ
丈
夫
に
み
え
候
由
人
々
申
候
而
一
日
も
臥
候
ほ
ど
の
事
は
無
之
候
。

併
当
夏
以
来
御
用
甚
重
り
日
夜
に
宿
に
而
も
考
物
等
い
た
し
一
円
無
寸
暇
候
而
日
々
之
様
に
存
候
へ
ば
書
状
不
遣
候
。
｛
取
前
之
御
状
も

相
届
致
承
知
侯
゜

本
居
宣
長
書
簡
（
自
筆

市
左
衛
門
殿

い
ば
次
郎
兵
衛
へ
も
遣
候
。
脇
さ
た
に
る
る
聞
は
神
田
門
之
外
の
は
か

写
）
縦
一
五
・
三

x
全
長
一
四
九
・
八

い
た
ゞ
か
せ
候
而
正
月
御
き
せ
可
有
之
候
。
飛
脚
便
に
而
此
度
遣
候
。

一
巻 衛

士

ー3
 

9
5
 

9
2
 

一
此
間
御
納
戸
払
少
々
拝
領
仕
候
。
又
小
次
郎
様
之
御
召
ふ
る
し
も
一
っ
被
下
候
間
力
千
代
へ
遣
候
。
冥
加
之
為

を
御
く
だ
し
候
の
よ
し
悦
申
候
。
は
や
く
来
れ
か
し
と
存
候
。
以
上
。

押
つ
め
候
は
4
三
方
も
遣
し
可
申
候
へ
ど
も
此
節
は
い
ま

に
候
は
4
冬
中
二
又
へ
御
申
お
き
春
早
々
下
り
候
様
に
も
頼
入
候
。
以
上
。

春
と
申
て
は
来
春
の
用
に
は
立
申
ま
じ
く
候
。
味
そ

し
不
申
候
。
い
ま
た
何
処
と
も
し
れ
不
申
候
。
こ
ま
り
申
候
。
以
上
。

と
は
田
安
宗
武
の
世
子
。

一
炭
大
分
入
申
候
に
あ
し
く
候
て
こ
ま
り
申
候
。
可
成
事



ま
へ

お
き
出
て
朝
宿
み
れ
は
霞
む
野
に

ゆ
く
ほ
と
と
き
す
お
ち
か
へ
り
な
け
瀧
波
の
を
と
は
の
う
へ
の
山
こ
え
て

水
と

荒
木
田
尚
賢
宛
本
居
宣
長
書
簡
。
金
茶
地
に
、
鹿
、
猪
、
唐
草
を
濃
緑
と
金
銀
で
織
り
出
し
た
絹
地
の
表
紙
。
本
文
料
紙
は
楷
紙
。
裏

一
七
・
九
X

一
七
九
・
七
の
一
巻
と
し
た
も
の
。
本
居
宣
長
（
享
保
一
五
ー
一
七
一
―

-0ー
年
！
享
和
元
ー
一
八
〇

一
ー
年
）
が
安
永
五
ー
一
七
七
六
I
年
七
月
三
日
、
伊
勢
内
宮
の
神
官
荒
木
田
尚
賢
に
宛
て
て
出
し
た
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
長

文
で
あ
り
、
「
二
宮
神
宝
ノ
図
」
「
文
徳
実
録
脱
簡
ノ
補
」
を
宣
長
が
み
、
不
審
の
個
所
を
別
紙
に
書
き
つ
け
返
送
し
た
事
、
安
芸
国
の
重

加
流
神
道
家
柄
崎
八
百
道
が
宣
長
を
訪
ね
昭
語
し
た
こ
と
、
春
中
に
参
宮
を
予
定
し
た
が
麻
疹
流
行
で
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
こ
と
、

事
記
伝
』
六
之
巻
が
尚
賢
か
ら
返
却
さ
れ
、
八
之
巻
を
貸
与
し
た
こ
と
、

「
景
行
ノ
巻
皓
＝
於
確
ー
ノ
事
」
の
古
語
考
証
、
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
学
問
的
内
容
に
富
み
、
宣
長
と
尚
賢
の

交
渉
を
見
る
上
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
尚
賢
は
、
同
国
津
の
神
道
家
谷
川
士
清
の
門
に
学
び
、
そ
の
女
婿
と
な
っ
た
人
で
、

賀
茂
真
淵
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
宜
長
と
親
交
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
簡
執
筆
時
は
、
ま
だ
鈴
屋
に
入
門
は
し
て
い
な
い
。
入

門
は
天
明
七
ー
一
七
八
七
ー
年
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
書
簡
の
文
字
も
典
型
的
な
宣
長
の
字
体
で
町
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、
保
存
も

良
好
で
あ
る
。
釈
文
お
よ
び
内
容
考
証
は
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
一
号
・
昭
和
五
十
年
三
月
に
詳
細
で
あ
る
。

宗
祇
連
歌
（
写
）
縦
二
五

・
-
X
全
長
一

0
五
．

o

す
き
か
え
し
か
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
料
紙
（
楷
紙
と
も
み
れ
る
）
を
二
枚
貼
り
、
二
五
・
一

x
1
0五
・
O
に
し
た
も
の
を
表
装
し

―
―
七
・
―
―

-x
1
0九
・
六
の
一
軸
に
し
た
も
の
。
全
五
九
韻
か
ら
な
る
連
歌
で
あ
り
、
あ
る
い
は
百
韻
の
半
分
程
を
欠
脱
し
た
も
の
で

も
あ
ろ
う
か
。
末
尾
に
「
宗
祇
（
花
押
）
」
と
記
し
た
後
に
「
財
部
殿

□

口
（
判
読
で
き
ず
）
」
と
あ
る
書
簡
様
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の

部
分
、
不
明
で
あ
る
が
、
署
名
が
宗
祇
の
み
で
あ
り
、
字
体
、
花
押
も
宗
祇
の
も
の
に
酷
似
し
（
似
す
ぎ
が
逆
に
偽
作
を
疑
わ
せ
る
と
の

見
方
も
あ
る
）
、
あ
る
い
は
宗
祇
自
鉦
独
吟
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
内
容
は
、
最
初
の
句
か
ら
「
春
し
つ
か
な
る
玉
た
れ
の

48 ヲ
ク
ホ
サ
ト
訓
申
候
事
」

軸

9
2
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「
字
音
か
な
っ
か
ひ
」
を
尚
賢
に
み
せ
た
こ
と
、
ま
た
「
利
益

打
ち
表
装
を
加
え
て
、

『
古

32 



を
く
澤
の
螢
の
暮
る
夜
に

の
羽
を
な
ら
ふ
る
松
の
風

ま
よ
ひ
ゆ
く
な
り
お
く
山
の
か
け

見
た
ら
し
河
の
月
の
す
4

し
さ

青
は
よ
り
う
ち
散
花
の
風
よ
は
み
」
と
な
っ
て
い
る
。

う
き
ほ
と
は
先
夢
に
み
え
け
り
」
と
続
き
、
末
尾
三
句
ほ
「
な
く
厩

33 
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